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は じ め に
　

　前橋市の北にそびえる赤城山は、往古から人々とかかわりが深く、親しまれ愛される

逍遙の山であります。とりわけ、赤城山南麓は、その悠々と裾野を広げる台地を中心と

して、岩宿遺跡に代表されるように遠い旧石器時代から現在まで人々のさまざまな生活

が繰り広げられました。

　古代において前橋台地の広大に広がる穀倉地帯を背景に、前橋天神山古墳などの初期

古墳をはじめ王山古墳・天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築かれ、上毛野の国の

中心地として栄えました。また、続く律令時代になってからは総社・元総社地区に山王

廃寺、国分僧寺、国分尼寺、国府など上野国の中枢をなす施設が次々に造られました。

　中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鎬をけずった地として

知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東三名城の一つに数

えられる厩橋城が築かれました。

　近代では、横浜港が開港されると、輸出の花形商品として生糸をもって一番乗りした

のが、前橋の糸商人でした。前橋藩は、藩をあげて蚕糸生産に力を注ぎ、我が国初の製

糸の機械化に取り組みました。前橋は、生糸によって横浜と結びつき、深い文化交流が

始まりました。

　今回、報告書を上梓する広瀬木ノ宮遺跡は、天神山古墳や八幡山古墳が造られた広瀬

地区の調査であります。調査によって、溝によって区画された中から、建物跡や祭祀跡

が発見されて多くの注目を集めました。残念ながら現状のままでの保存が無理なため、

記録保存という形になりましたが、今後、地域の歴史・前橋の歴史を解明する上で、貴

重な資料を得ることができました。

　最後になりましたが、この調査事業を円滑に進められたのは、関係機関や各方面のご

配慮の結果といえます。また、猛暑の中、直接調査に携わってくださった担当者・作業

員のみなさんに厚くお礼申し上げます。

　本報告書が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。

　　平成 18 年 12 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    団　長　根　岸　　雅





例　言

１．本書は市営住宅建設（広瀬第五団地ＵＦ棟新築）に伴う広瀬木ノ宮遺跡の発掘調査報告書である。

２． 調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長　根岸　雅）が主体となって実施し、調査実務は委託を受

けた（有）毛野考古学研究所が行った。調査担当者は同研究所調査員・日沖剛史、伊藤順一、宮田忠洋

である。

３．発掘調査及び整理・報告書作成は、平成 18 年６月 20 日～平成 18 年 12 月８日の期間で実施した。

４．遺跡は、群馬県前橋市広瀬町三丁目 20 番地ほかに所在し、遺跡のコード・面積は下記の通りである。

　　　遺跡コード：１８Ｇ５８　　　　面積：７００㎡

５． 本書の編集は（有）毛野考古学研究所が行い、同研究所調査員伊藤順一、宮田忠洋が担当した。 執筆は、 

Ⅰを鈴木雅浩（前橋市教育委員会）、Ⅱ・Ⅲ－２を宮田、Ⅲ－１・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵを伊藤がそれぞれ担当した。

６．調査に関わる資料は一括して前橋市教育委員会文化財保護課が保管している。

７．発掘調査・整理作業に関わった方々は下記の通りである。

　　　大野裕子　真下弘美　深谷道子　鈴木三枝子　石坂順一　小林隆一　中村勝造　野山弘志

　　　金子孝五郎　中島ミホ子　湯浅美和子　永井祐二　春原正克　山口昌子　石田満理　磯　洋子

　　　武士久美子　半澤利江　大塚規子　　　

８． 発掘調査の実施から報告書刊行に至る過程で下記の機関・諸氏の御指導・御協力を賜った。個々に

記して感謝申し上げる次第である。（敬称略）

　　　前橋市建築住宅課　

　　　石川正之助　出浦　崇　梅澤重昭　加部二生　小林　正　坂口　一　中里正憲　中山義啓

　　　橋本博文　福田貫之　松田　猛　右島和夫　水谷貴之　横澤真一

凡　例

１．本書で使用した地形図の発行者・縮尺は各図キャプション脇に示した。

２． 遺構挿図の縮尺は竪穴住居跡・土坑の平面図及び土層図・エレベーション図を縮尺１/60、カマド等  

を縮尺１/30、溝跡を縮尺 1/100、掘立柱建物跡を縮尺１/80 を基本として掲載し、各挿図にはスケー

ルを付してある。また、図中の北方位は座標北であり、世界測地系（Ⅸ系）は遺跡全体図中に示してある。

３． 遺構の規模は基本的に中軸線上で計測し、上端での数値である。長（主）軸方位は座標北を基準と

した振れを示す。また、土層図・エレベーション図の基準線数値は標高を示す。

４． 遺物挿図の縮尺は１/ １～１/ ５の範囲で掲載し、挿図中にスケールを付してある。遺物写真は原則

として、遺物挿図とほぼ同縮尺である。

５． 挿図中に使用したスクリーントーン及びドットは次のような意味を示し、その他必要に応じて挿図

中に注釈を示した。
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　　　　　Ｗ－１号溝出土遺物

ＰＬ．13　Ｗ－２号溝出土遺物

　　　　　Ｗ－３号溝出土遺物

　　　　　Ｗ－７号溝出土遺物

　　　　　Ｗ－14号溝出土遺物

　　　　　遺構外出土遺物
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Ⅰ　調査に至る経緯

　本発掘調査は、市営住宅建設（広瀬第五団地ＵＦ棟新築）に伴い、事前に実施した試掘調査結果を踏まえ

平成 18 年４月 24 日、前橋市長 高木政夫より、埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。

前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織である前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸雅（以下「調査

団」という。）に対し発掘調査実施について依頼した。しかし、既に市内数ヶ所において調査団直営による

発掘及び整理調査が実施されており、調査団直営で実施することは困難と判断した。よって、民間調査会社

による整理調査を進める方針を決め、前橋市と調査団の間で平成 18 年５月 11 日付けで埋蔵文化財発掘調査

に関する協定書を締結した。これに基づき、平成 18 年６月 15 日付けで、依頼者である前橋市と調査団との

間で埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結し、平成 18 年６月 20 日付けで民間調査会社である有限会社 毛野

考古学研究所 取締役 長井正欣との間で委託契約を締結し、発掘調査開始に至る。

　なお、遺跡名称「広瀬木ノ宮」（市遺跡コード：１８Ｇ５８）の「木ノ宮」は旧地籍の小字名を採用し

たものである。

Fig. １　遺跡の位置
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Ⅱ　遺跡の立地と環境

１．地理的環境

 本遺跡は、前橋台地、広瀬川右岸の河岸段丘上に位置している。台地面はほとんど平坦で、前橋泥流堆

積面上を水成上部ローム層が覆っている。台地北東縁は北西部から南東部にかけて段丘崖が延びており、

帯状に延びる広瀬川低地帯との境を形成し、その比高は３～５ｍである。本遺跡の標高は 87 ｍを測る。

　

２．歴史的環境

　ここでは、本遺跡に関る古墳時代から中世の周辺遺跡について概括する。

　古墳時代の集落遺跡では、本遺跡の北西約 1.3km に位置する後閑団地遺跡（３）で前期の住居跡と石

槨墓（７世紀後半～８世紀後半）、同じく北西 1.3km に位置する坊山遺跡（４）、後閑Ⅱ遺跡（７)、南西

2.1km に位置する川曲遺跡（20）で後期の住居跡がそれぞれ調査されている。南東約 1.3km に位置する山

王若宮遺跡 (14) では前期の住居跡と古墳（周溝部のみ）が、本遺跡と隣接する上川渕鶴巻遺跡（９）では、

同時代と推定される、南北に走る溝状遺構が確認されている。

　本遺跡を含む前橋旧市街から東善町にかけて北西から南東方向に帯状に延びる一帯は「広瀬古墳群」

と呼ばれ、「上毛古墳綜覧」（昭和 13 年）によると、旧勢多郡上川渕村に 113 基、旧佐波郡上陽村に 41

基の古墳が確認されている。しかし、昭和 40 年に始まる宅地造成事業で、そのほとんどが未調査のまま

平夷され、現在、形状を残すものは前方後方墳の八幡山古墳（２、全長約 130m)、前方後円墳の天神山古

墳（５、全長約 128m)、金冠塚古墳（11、全長 52m）、帆立貝形古墳の亀塚山古墳（10）、円墳の飯玉神社

古墳（８）、文殊山古墳（12）、阿弥陀山古墳（13）程度である。また、現存しないが、本遺跡南側で昭

和 45 年、前橋市教育委員会により前方後円墳の上両家二子山古墳（推定全長 80 ｍ以上 )、円墳の乞食塚

古墳、ボンゼン山古墳、オトウカ山古墳等が発掘・測量されている。

　奈良・平安時代の遺跡としては、後閑遺跡（６）、後閑Ⅱ遺跡、中大門遺跡（19）があげられる。特に、

後閑団地遺跡では８世紀後半から９世紀前半の住居跡が検出されている。また、南西側に広がる水田地

帯は、古代国家条里制地割の跡が明確に認められる。中世では、周辺に後閑環濠集落（15）、山王環濠集

落（16）、西善環濠集落（17）、下佐鳥環濠集落（18）などの環濠集落がある。

Fig. ２　　周辺の遺跡（1/50,000　国土地理院発行「前橋」）

１．広瀬木ノ宮遺跡　２．八幡山古墳　３．後閑団地遺跡　４．坊山遺跡　５．天神山古墳　６．後閑遺跡　７．後閑Ⅱ遺跡　８．飯玉神社前古墳
９．上川渕鶴巻遺跡　10．亀塚山古墳　11．金冠塚古墳　12．文殊山古墳　13．阿弥陀山古墳　14．山王若宮遺跡　15．後閑環濠集落　16．山王環濠集落
17．西善環濠集落　18．下佐鳥環濠集落　19．中大門遺跡　20．川曲遺跡
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Ⅲ　調査の方法と経過

１．調査の方法

　前橋市教育委員会による試掘調査の成果により、本遺跡からはローム層またはローム漸移層において

古墳時代及び奈良・平安時代の遺構が確認できるものと予測された。調査は、遺構確認面までの土層を

重機で除去した後に、人力による精査及び遺構の堀り下げを行った。

　住居跡の調査は、埋没状態・遺物出土状態・構築状態を観察・記録し、掘り方のある遺構は掘り方調

査を実施した。カマドの調査では、掛け口・焚き口・燃焼部・煙道部などの状態把握に努め、灰・焼土・

粘土等の分布・堆積状態を慎重に観察した。

　Ｂ－１号掘立柱建物跡は、調査区外に延びている可能性があることから、前橋市教育委員会文化財保

護課との協議の上、西側を拡張し遺構の範囲を確認した。また、Ｗ－１号溝及びＷ－２号溝に関しても、

調査終盤にＷ－１号溝は南東側、Ｗ－２号溝は北西側に試掘トレンチをいれ、各溝の延長を確認した。

　Ｉ－１号及びＩ－２号井戸は上層から中層を人力によって半截して土層観察を行い、さらに人力で可

能な深度まで掘り下げた。また、底面までは安全に配慮し、埋め戻し時に重機による断ち割り調査を実

施した。

　図面記録は、公共座標を基準とした４ｍ×４ｍのグリッドを設定して行った。各遺構図の縮尺は、住

居跡・土坑・井戸・ピットを縮尺 1/20、カマドを縮尺 1/10、掘立柱建物跡・溝を縮尺 1/40 を基本に平

面図を作成し、各遺構の土層図・エレベーション図はカマドを縮尺 1/10，他を縮尺 1/20 で作成した。写

真撮影は調査の各段階で随時行い、白黒 35mm、カラーリバーサル 35mm、カラー 35mm の各フィルムのほか、

デジタルカメラも併用した。遺跡の全景写真は、ラジコンヘリコプターを用いて行った。

２．調査の経過

 発掘調査の調査面積は約 700 ㎡、拡幅調査面積約 36 ㎡である。現地発掘調査は 2006( 平成 18) 年７月３

日から同年９月４日にかけて実施した。

　７月３日より、調査員による器材・プレハブ・簡易トイレの搬入を行い、安全対策を実施した。作業は、

まず重機を用いて、ローム漸移層を遺構確認面として、表土掘削を開始した。

７月４日から人力による遺構確認作業を開始。個別の遺構の調査は調査区北側より実施し、切り合い

関係が新しい遺構から調査を行った。

　各遺構の調査終了後、８月 28 日に調査区全体の空撮、８月 31 日に調査区北側より埋め戻しを開始し、

並行してＩ－１号井戸・Ｉ－２号井戸の断ち割り調査を実施した。９月１日、発掘器材の撤収、調査区

内の清掃、埋め戻しを完了。９月４日、プレハブ・仮設トイレの撤去を行い、現地における調査の工程

を終了した。

　整理調査は平成 18 年９月５日より報告書作成に取り組み、遺物整理、遺構図面の整理、原稿執筆等を

漸次進め、12 月１日までに全ての調査工程を完了させる運びとなった。
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Fig. ３　遺跡全体図
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Ⅳ　基本層序

　

　調査区の北西（Ａ地点）と南西（Ｂ地点）の２か

所の壁面で基本層序の観察・記録を行った。層序に

ついては以下のとおりである。

　Ⅰ：表土層。Ⅱ：褐灰色土。しまり強く、粘性ない。

浅間Ｂ軽石、鉄分を大量に含む。Ⅲ：黒褐色土。

しまり強く、粘性ない。浅間Ｂ軽石混土層。Ⅳ：黒

褐色土。しまりあり、粘性ある。浅間Ｃ軽石を含む。

Ⅴ：褐色土。しまりあり、やや粘性ある。浅間Ｃ軽

石を少量含む。Ⅵ：褐色土。しまり弱く、やや粘性

ある。Ⅶ：黄褐色土。ローム層。

Ⅴ　発見された遺構と遺物

　

１．竪穴住居跡

Ｈ－ 1 号住居跡（遺構：Fig. ５、PL. ３/ 遺物：Fig.22、PL. ７）

位置：Ｘ 14 Ｙ 26 ～Ｘ 15 Ｙ 27 グリッド 検出状態：Ｈ - ２号住、Ｄ -14 号土坑、Ｐ - ４・60 と重複し、Ｈ

- ２号住より新しく、他より古い。平面形態：隅丸方形 規模：3.80 × 3.70 ｍ 主軸方位：Ｎ－ 69°－Ｅ 

残存深度：43cm 床面の状態：カマド周辺で硬化面が検出された。やや起伏が見られる。壁周溝：西壁及び

北・南壁の一部で検出された。柱穴：主柱穴は検出されなかったがピットが床面で１基（Ｐ１）、西側の棚

状部分で１基（Ｐ２）検出された。規模はＰ１が 36 × 26cm・深度 15cm、Ｐ２が 25 × 22cm・深度 14cm であ

る。カマド：東壁の南寄りに位置。両袖とも河原石を芯材とし、粘質土を用いて構築されている。第４層に

灰の堆積が確認された。貯蔵穴：検出されなかった。施設：北壁を除いた部分で棚状施設が検出されている。

遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中から土師器片、須恵器片が大量に出土する。

また、南東コーナー付近の埋没土上層では埦形滓が１点出土している。床面ではカマド周辺に集中していた。

遺物：土師器坏片・甕２点以上・台付甕片、須恵器蓋片・坏・埦・甕片、灰釉陶器皿、鉄滓１点が出土して

いる。時期：９世紀後半

Ｈ－２号住居跡（遺構：Fig. ６、PL. ３/ 遺物：Fig.23、PL. ７）

位置：Ｘ 14 Ｙ 25 ～Ｘ 15 Ｙ 26 グリッド　検出状態：Ｈ－１・９号住居跡と重複する。Ｈ－１号住より古く、

Ｈ－９号住より新しい。平面形態：隅丸方形と想定される。規模：3.70 × 3.60 ｍ 主軸方位：Ｎ－ 52°－

Ｅ 残存深度：24cm 床面の状態：カマド周辺で貼り床が検出された。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検

出されなかった。カマド：東壁やや南寄りに位置。遺存状態は不良。第６層に灰の堆積が確認された。貯蔵

穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中から土師器片・須

恵器片が大量に出土する。カマド周辺から南東コーナーにかけて遺物が集中する。遺物：土師器坏２点以上・

甕３点以上、須恵器坏２点以上・埦２点以上・皿片・甕片・鉄製紡錘車輪部・茎部が１点ずつ出土している。

時期：９世紀中頃～後半

Fig. ４　基本層序（S ＝１/40）

Ａ地点
Ｂ地点
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Ｈ－３号住居跡（遺構：Fig. ８・９、PL. ３/ 遺物：Fig.24、PL. ７）

位置：Ｘ 18 Ｙ 30 ～Ｘ 19 Ｙ 31 グリッド 検出状態：Ｈ－ 15・16・20 号住、Ｗ－３・４号溝と重複し、Ｈ－

15・16・20 号住より新しく、Ｗ－３・４号溝より古い。規模：不明 主軸方位：不明 残存深度：22cm 床面

の状態：貼り床・硬化面は検出されなかった。やや凹凸が見られる。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検

出されなかった。カマド：東壁南寄りに位置していたと考えられる。遺存状態は不良。貯蔵穴：カマドに向かっ

て右側に位置する。規模は 86 × 70cm・深さ 39cm。土師器甕、須恵器坏・埦が出土している。遺構埋没状態：

自然埋没と想定される。遺物出土状態：住居内に散在するが、特に貯蔵穴周辺で集中して出土した。遺物：

土師器坏４点以上・小型甕１点・コの字甕片、須恵器皿３点・坏２点・埦４点以上・甕片、刀子片が出土し

ている。時期：９世紀後半

Ｈ－４号住居跡（遺構：Fig.10・11、PL. ３/ 遺物：Fig.25、PL. ７）

位置：Ｘ 18 Ｙ 29 ～Ｘ 19 Ｙ 29 グリッド 検出状態：Ｈ－ 14・20 号住、Ｗ－４・７号溝と重複し、本遺構が

最も古い。規模：不明 主軸方位：不明 残存深度：18cm 床面の状態：カマド周辺が硬化していた。壁周溝：

検出されなかった。カマド：東壁に付設されている。遺存状態は不良。灰の堆積は確認されなかった。貯蔵

穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中より多く出土する。

遺物：土師器坏４点以上・甕片、須恵器蓋片・坏１点・甕片、鉄滓１点が出土している。時期：重複する遺

構の遺物が混在するが、７世紀後半の可能性が考えられる。

Ｈ－５号住居跡（遺構：Fig.12、PL. ３・４/ 遺物：Fig.26、PL. ７）

位置：Ｘ 16 Ｙ 27 ～Ｘ 18 Ｙ 27 グリッド 検出状態：試掘トレンチにより南壁の一部が、またカクランによ

り北壁が削平されている。Ｂ－１号掘立柱建物跡と重複し、本遺構が新しい。規模：東西 3.80 ｍ 主軸方位：

Ｎ－ 63°－Ｅ 残存深度：44cm 床面の状態：平坦で、カマド周辺が硬化していた。壁周溝：検出されなかっ

た。柱穴：検出されなかったが、３基の浅いピットが検出されている。規模はＰ１が 82 × 51cm・深さ７cm、

Ｐ２が 78 × 71cm・深さ 17cm、Ｐ３が 68 × 59cm・深さ９cm で、Ｐ３からは土師器坏が出土している。カマド：

東壁中央に位置。カマド周辺からは拳大の礫が多量に出土した。袖部及び煙道の立ち上がり部からは芯材と

考えられる河原石が検出されている。灰の堆積は第５層において確認された。貯蔵穴：検出されなかった。

遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土上層で有孔砥石・刀子が出土している。遺物：

土師器坏１点・台付甕台部１点・甕２点以上、須恵器坏片・埦片・甕片、刀子片、砥石１点、土錘１点が出

土している。時期：９世紀後半

Ｈ－６号住居跡（遺構：Fig.11、PL. ４/ 遺物：Fig.27、PL. ８）

位置：Ｘ 18 Ｙ 26 ～Ｘ 19 Ｙ 27 グリッド 検出状態：南・北壁の一部と西壁を検出するのみであった。また、

Ｄ－５号土坑、Ｐ－ 54 と重複し、本遺構が新しい。平面形態：不明 規模：南北 3.56 ｍ 主軸方位：不明 

残存深度：43cm 床面の状態：地山が硬化していた。やや凹凸が見られる。壁周溝：南壁から西壁にかけて

検出された。柱穴：検出されなかった。カマド：不明 貯蔵穴：不明 遺構埋没状態：自然埋没と想定される。

遺物出土状態：埋没土中から土師器坏片、須恵器坏・甕片がわずかに出土するのみであった。遺物：土師器

坏片・甕片、須恵器坏片・甕片が出土している。時期：出土遺物が少なく断定できないが、７世紀後半の可

能性が考えられる。
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Ｈ－７号住居跡（遺構：Fig.13、PL. ４/ 遺物：Fig.28、PL. ８）

位置：Ｘ14Ｙ 28～Ｘ15Ｙ 28グリッド 検出状態：当初は北東コーナーからカマドにかけてのみの検出であっ

たが、調査区を拡幅した際に残りの遺構プランを確認している。なお、拡幅時の遺構範囲については未掘削

である。平面形態：隅丸方形と想定される。規模：推定 3.40 × 3.34 ｍ 主軸方位：Ｎ－ 61°－Ｅ 残存深度：

20cm 床面の状態：平坦で、貼り床・硬化面は検出されなかった。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出

されなかったが、北東コーナー付近でピットが１基（Ｐ１）検出されている。規模は 40 × 38cm・深さ 28cm

である。カマド：東壁南寄りに位置。芯材に河原石を使用し、粘質土を用いて構築されている。支脚が燃焼

部中央からやや北寄りの位置で検出された。灰の堆積は第 10 層で確認された。貯蔵穴：不明 遺構埋没状態：

自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中から土師器片が数点出土している。遺物：土師器坏片・甕

片が出土している。時期：出土遺物が少なく断定できないが７世紀後半の可能性が考えられる。

Ｈ－８号住居跡（遺構：Fig.13・14、PL. ４/ 遺物：Fig.29、PL. ８）

位置：Ｘ 15 Ｙ 28 ～Ｘ 16 Ｙ 28 グリッド 検出状態：Ｂ－１号掘立柱建物跡、倒木痕と重複し、本遺構が最

も新しい。平面形態：隅丸長方形と想定される。規模：4.53 × 2.92 ｍ 主軸方位：Ｎ－ 51°－Ｅ 残存深度：

45cm 床面の状態：カマド周辺が硬化していた。やや起伏が見られる。壁周溝：検出されなかった。柱穴：

検出されなかったが、北東コーナー（Ｐ１）及び、南東コーナー（Ｐ２）でそれぞれピットが検出されている。

規模はＰ１が 58 × 50cm・深さ 10cm、Ｐ２が 48 × 34cm・深さ 18cm である。カマド：東壁南寄りに位置。第

４層に灰の堆積が確認された。また、住居内にはカマドの構築材と考えられる焼土・炭化物を多く含んだ白

色粘質土が大量に検出された。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出

土状態：埋没土中から土師器片・須恵器片が大量に出土している。遺物：土師器坏片・甕片、須恵器坏４点

以上・埦３点以上・甕片、刀子片１点が出土している。時期：９世紀前半

Ｈ－９号住居跡（遺構：Fig.6 ･ 7、PL. ３/ 遺物：Fig.30、PL. ８）

位置：Ｘ14Ｙ 25～Ｘ 15Ｙ 25グリッド 検出状態：Ｈ－２号住、Ｗ－１号溝と重複する。Ｈ－２号住より古く、

Ｗ－１号溝より新しい。平面形態：不明。Ｗ－１号溝と重複しているため、プランを明瞭に確認することが

できなかった。規模：東西 3.52 ｍ 主軸方位：Ｎ－ 56°－Ｅ 残存深度：11 ㎝ 床面の状態：平坦で、カマ

ド周辺では貼り床が検出された。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁に付

設されていた。河原石を芯材とし、粘質土を用いて構築されていたと考えられる。灰の堆積は第２層で確認

された。また、カマド周辺からはＨ－５号住と同様、人頭大の礫が多く検出されており、礫直下では土師器

甕が礫により潰された状態で出土している。貯蔵穴：不明 施設：貼り床下から規模 50 × 48cm・深さ６cm

の土坑が１基検出された。埋没土には、カマドを構築していたと考えられる白色粘質土ブロックが混入して

いた。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド周辺に遺物が集中していた。遺物：土

師器坏片・甕２点以上、須恵器坏片・甕片が出土している。時期：９世紀前半

Ｈ－ 10 号住居跡（遺構：Fig.14、PL. ４/ 遺物：Fig.31、PL. ８）

位置：Ｘ 15 Ｙ 24 ～Ｘ 16 Ｙ 25 グリッド 検出状態：Ｗ－１号溝と重複し、本遺構が新しい。北東コーナー

及びカマドの一部は調査区外に及ぶ。平面形態：隅丸長方形と想定される。規模：3.58 × 2.64 ｍ 主軸方位：

不明 残存深度：24cm 床面の状態：平坦で、住居跡中央では硬化面が検出された。壁周溝：検出されなかった。
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柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央に位置していたと考えられる。遺存状態は不良。灰の堆積は第

２層で確認された。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：南

東コーナー付近で須恵器皿が良好な状態で出土している。遺物：土師器坏片・甕片、須恵器坏・皿、灰釉陶

器片、土錘１点が出土している。時期：９世紀後半

Ｈ－ 11 号住居跡

位置：Ｘ 15 Ｙ 24 グリッド 検出状態：遺存状態が悪く、貼り床の一部を検出するにとどまった。また、Ｗ

－１号溝と重複し、本遺構が新しい。平面形態：不明 規模：不明 主軸方位：不明 残存深度：不明 床面

の状態：貼り床が検出された。壁周溝：不明 柱穴：不明 カマド：不明 貯蔵穴：不明 遺構埋没状態：不明 

遺物出土状態：遺物は出土しなかった。時期：不明

Ｈ－ 12 号住居跡（遺構：Fig.15、PL. ４/ 遺物：Fig.32、PL. ８）

位置：Ｘ 19 Ｙ 28 ～Ｘ 20 Ｙ 29 グリッド 検出状態：Ｗ－３・４号溝と重複し、本遺構が古い。また、南東コー

ナーはＷ－３号溝によって削平されており、東壁及びカマドは調査区外に及ぶ。本遺構は拡張された住居跡

と考えられ、拡張後を 12a 号住、拡張前を 12b 号住と呼称する。平面形態：不明 規模：12a 号住は南北 5.1

ｍ、12b 号住は南北 3.5 ｍ。主軸方位：不明 残存深度：12a 号住は 26cm、12b 号住は 44cm。床面の状態：

12a 号住は、ほぼ平坦で南側が硬化していた。12b 号住はやや凹凸がみられ、貼り床・硬化面は検出されなかっ

た。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかったが、12b 号住で規模 40 × 32cm・深さ 12cm のピッ

ト（Ｐ１）が 1 基検出されている。カマド：東壁南寄りに位置する。12a 号住の床面下から検出されている

ことから、カマドは 12b 号住に伴うものと考えられる。地山を掘り残して袖を形成していた。灰の堆積は第

２層で確認された。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：12a 号住については自然埋没、12b 号住は

人為埋没と考えられる。遺物出土状態：埋没土中及び、床直上から土師器片、須恵器片が出土している。遺

物：土師器坏２点以上・甕片、須恵器坏片・甕片、不明鉄製品が出土している。時期：９世紀代

Ｈ－ 13 号住居跡（遺構：Fig.16、PL. ４/ 遺物：Fig.33、PL. ８）

位置：Ｘ 20 Ｙ 29 ～Ｘ 21 Ｙ 30 グリッド 検出状態：Ｗ－３・４号溝と重複し、本遺構が古い。北壁はＷ－

３号溝によって削平されており、東壁及びカマドは調査区外に及ぶ。平面形態：不明 規模：不明 主軸方位：

不明 残存深度：23cm 床面の状態：ほぼ平坦で、南壁付近で貼り床が検出された。壁周溝：西壁から南壁に

かけて検出された。柱穴：検出されなかったが、ピットを２基検出している。規模はＰ１が 40 × 39cm・深

さ 33cm、Ｐ２が 30 × 30cm・深さ 21cm である。カマド：不明　貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：

自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中及び、床直上から土師器片、須恵器片が出土している。遺

物：土師器坏３点以上・甕片、須恵器坏片・埦片・甕片、礫５点が出土している。時期：９世紀代

Ｈ－ 14 号住居跡（遺構：Fig.10・11、PL. ３/ 遺物：Fig.34、PL. ８・９）

位置：Ｘ 17 Ｙ 29 ～Ｘ 18 Ｙ 30 グリッド 検出状態：Ｈ－４・20 号住、Ｗ－７号溝と重複し、Ｈ－４号住よ

り新しく、Ｈ－ 20 号住・Ｗ－７号溝より古い。平面形態：不明 規模：東西 3.12 ｍ 主軸方位：Ｎ－ 75°

－Ｅ 残存深度：35cm 床面の状態：貼り床が一部検出された。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出さ

れなかった。カマド：東壁に付設。遺存状態が悪く、焼土及び、構築材と考えられる粘質土がわずかに堆積



― 9 ―

していた。また、第５層に灰の堆積が確認された。貯蔵穴：カマドに向かって右側に規模 48 × 32cm・深さ

17cmの土坑が検出された。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中から多く出土する。

遺物：土師器坏３点以上・甕片、須恵器蓋片・皿２点・坏３点以上・埦３点以上・甕片、刀子１点、礫５点

が出土している。時期：９世紀中頃～後半

Ｈ－ 15 号住居跡（遺構：Fig. ９・10、PL. ３/ 遺物：Fig.35、PL. ９）

位置：Ｘ19Ｙ 30グリッド 検出状態：Ｈ－３号住、Ｗ－３・４号溝と重複し、本遺構が最も古い。削平が著しく、

東壁とカマドのみ検出された。平面形態：不明 規模：不明 主軸方位：Ｎ－ 63°－Ｅ 残存深度：20 ㎝ 床

面の状態：平坦で、カマド周辺は硬化していた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：不明 カマド：東壁に付設。

第 10 層に灰の堆積が確認された。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中から多

く出土する。また、カマド内からは、火打金と火打石と考えられる石英のほか、骨片が出土した。遺物：土

師器坏３点以上・甕片、須恵器坏３点以上・皿２点・埦３点以上・蓋片・甕片、火打金、火打石、骨片が出

土している。時期：８世紀代か。

Ｈ－ 16 号住居跡（遺構：Fig.17、PL. ５/ 遺物：Fig.37、PL. ９･ 10）

位置：Ｘ 19 Ｙ 31 ～Ｘ 20 Ｙ 31 グリッド 検出状態：Ｈ－ 17 号住、Ｗ－３・６号溝と重複し、Ｈ－ 17 号住

より新しく、他より古い。北壁はＷ－３号溝により削平されており、西壁は調査区外に及ぶ。平面形態：不

明 規模：不明 主軸方位：不明 残存深度：29 ㎝ 床面の状態：ほぼ平坦で、貼り床が検出された。壁周溝：

検出されなかった。柱穴：不明 カマド：東壁に付設。Ｗ－６号溝との重複により、遺存状態は極めて悪い。

貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：床面から、須恵器台付

埦が出土している。遺物：土師器坏７点以上・甕１点以上、須恵器蓋片・台付埦１点・甕片が出土している。

時期：７世紀後半

Ｈ－ 17 号住居跡（遺構：Fig.17、PL. ５/ 遺物：Fig.38、PL.10）

位置：Ｘ 19 Ｙ 31 ～Ｘ 20 Ｙ 32 グリッド 検出状態：北東コーナーから東壁及びカマドを検出した。その他

は調査区外に及ぶ。また、Ｈ－ 16 号住、Ｗ－５号溝と重複し、本遺構が最も古い。平面形態：不明 規模：

不明 主軸方位：Ｎ－ 63°－Ｅ 残存深度：47 ㎝ 床面の状態：やや凹凸が見られる。貼り床・硬化面は検出

されなかった。壁周溝：検出されなかった。柱穴：不明 カマド：東壁に付設され、粘質土で構築されていた。

第 30 層に灰の堆積が確認された。貯蔵穴：不明 遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋

没土中から土師器坏、須恵器片が出土している。遺物：土師器坏６点以上・皿片・甕４点以上、須恵器蓋片

が出土している。時期：７世紀後半

Ｈ－ 18 号住居跡（遺構：Fig.16、PL. ５/ 遺物：Fig.39、PL.10）

位置：Ｘ 22 Ｙ 33 ～Ｘ 22　Ｙ 34　グリッド 検出状態：Ｈ－ 19 号住、Ｗ－９・10 号溝と重複し、Ｈ－ 19 号住

より新しく、Ｗ－９・10 号溝より古い。平面形態：不明 規模：東西 2.48 ｍ 主軸方位：不明 残存深度：

26cm 床面の状態：ほぼ平坦で、硬化面が検出された。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。

カマド：不明 貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：北東コー

ナー付近にやや集中して出土した。遺物：土師器坏３点以上・甕片、須恵器蓋片・坏片・甕片、礫４点が出
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土している。時期：８世紀後半

Ｈ－ 19 号住居跡（遺構：Fig.16、PL. ５/ 遺物：Fig.40、PL.10）

位置：Ｘ 22 Ｙ 34 ～Ｘ 23 Ｙ 34 グリッド 検出状態：西壁と北壁の一部を検出するのみで他は調査区外に及ぶ。

また、Ｈ－ 18 号住と重複し、本遺構が古い。平面形態：不明 規模：不明 主軸方位：不明 残存深度：49cm 

床面の状態：ほぼ平坦だが、貼り床・硬化面は検出されなかった。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出

されなかった。カマド：不明 貯蔵穴：不明 遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：床面か

ら、土師器坏が逆位で出土している。遺物：土師器坏１点以上、須恵器埦１点が出土している。時期：９世

紀後半

Ｈ－ 20 号住居跡（遺構：Fig.10、PL. ５/ 遺物：Fig.41、PL.10）

位置：Ｘ 18 Ｙ 29 ～Ｘ 18 Ｙ 30 グリッド 検出状態：東壁・北壁の一部を検出したのみで、南壁はＨ－３号

住により削平され、他は調査区外に及ぶ。Ｈ－３・４・14 号住、Ｗ－４号溝と重複し、Ｈ－３号住・Ｗ－

４号溝より古く、Ｈ－４・14 号住より新しい。平面形態：不明 規模：不明 主軸方位：不明 残存深度：

30cm 床面の状態：ほぼ平坦で、貼り床が検出された。壁周溝：検出されなかった 柱穴：検出されなかった。 

カマド：不明 貯蔵穴：不明 遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：北壁側から出土している。

遺物：土師器坏片、須恵器蓋片・甕１点、磨石３点が出土している。時期：切り合い関係から９世紀後半か。

２．遺物集中遺構

１号遺物集中遺構（遺構：Fig.18、PL. ６/ 遺物：Fig.42、PL.11）

位置：Ｘ 21 Ｙ 32 ～Ｘ 22　Ｙ 32　グリッド 検出状態：Ｗ－２号溝と重複し、本遺構が新しい。平面形態：不明

規模：不明 残存深度：21cm 遺構埋没状態：人為埋没と考えられる。浅間Ｃ軽石・ロームブロックを含んだ

暗褐色土を基調とする。遺物出土状態：２層に分かれて大量の土師器が出土した。出土遺物：下層－土師器

坏 48 点以上、小型甕１点、台付甕台部２点、甕片、須恵器蓋片・甕片。上層－土師器坏 21 点以上・甕片、

須恵器蓋片・坏片・高坏片・瓶片・甕片、層位不明－土師器坏 30 点以上・甕片、須恵器蓋片・埦片・鉢片・

甕片、礫 41 点（薦編石と思われる細長いもの 14 点・磨石７点・被熱したもの１点）時期：８世紀前半 備考：

遺物の出土状況から何らかの祭祀跡の可能性が考えられる。土器を投棄する行為は遺物の出土した層位から

少なくとも２回（上層・下層）に分けられる。また、上層と下層の遺物に顕著な時期差は見られない。なお、

この投棄行為はＷ－２号溝が埋没した後に行われている。

３．掘立柱建物跡

Ｂ－１号掘立柱建物跡（遺構：Fig.19、PL. ５）

位置：Ｘ 15 Ｙ 28 ～Ｘ 18 Ｙ 28 グリッド 検出状態：Ｈ－５・８号住と重複し、本遺構が最も古い。規模：

桁行３間（6.89 ～ 7.0 ｍ）×梁行３間（5.08 ～ 5.25 ｍ） 長軸方位：Ｎ－ 51°－Ｅ 各柱穴の規模（長軸×

短軸×深さ、単位 cm）：Ｐ１（70 × 44 × 31）、Ｐ２（54 × 44 × 41）、Ｐ３（50 × 38 × 44）、Ｐ４（90 × 58

× 68）、Ｐ５（50 × 50 × 58）、Ｐ６（61 × 60 × 63）、Ｐ７（56 × 48 × 72）、Ｐ８（62 × 64 × 65）、Ｐ９（44

× 40 × 50）、Ｐ 10（61 × 40 × 17）、Ｐ 11（深さ 19）、Ｐ 12（56 × 40 × 65）Ｐ 13（60 × 56 × 51）、Ｐ 14（58

× 50 × 40）、Ｐ 15（42 × 41 × 30）、Ｐ 16（53 × 46 × 44）。遺構埋没状態：ロームブロック・白色軽石を
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含んだ黒褐色土を基調とする。遺物出土状態：埋没土中より出土する。出土遺物：土師器坏片、小片。時期：

後述するＷ－１・２号溝と軸方向が近似することなどから、両溝と同時期（７世紀後半）の可能性が考えら

れる。備考：断面観察において、Ｐ４～８・13・14 で柱の痕跡が確認された。

４．井戸

Ｉ－１号井戸（遺構：Fig.18、PL. ６/ 遺物：Fig.43、PL.11・12）

位置：Ｘ 16 Ｙ 25 ～Ｘ 17 Ｙ 26 グリッド 検出状態：重複はないが、一部試掘トレンチにより削平される。

30 ～ 40cm ほどの比較的大きさのそろった河原石を乱石積みした石組み井戸で、一周り広い掘り方を持つ。

平面形態：石組み部分は円形、掘り方は不整形 規模：石組み部分の石を含めた外径約 2.0 × 1.95 ｍ、内径

上部 1.20 × 1.20 ｍ、内径下部径推定 0.5 × 0.5 ｍ、掘り方 3.16 × 3.04 ｍ 残存深度：推定約 2.5 ｍ 遺

構埋没状態：明確に確認することができなかった。遺物出土状態：埋没土上層から須恵器埦が出土している。

出土遺物：土師器坏片・甕片、須恵器坏１点・埦３点以上・甕片、礫１点、木材（井戸枠）が出土してい

る。時期：９世紀後半 備考：重機による断ち割り調査を実施した。検出面から約 1.2 ｍが石組、底部に長

さ 67cm の井戸枠という構造で、両間は地山となっていた。井戸枠は方形縦板組であるが、十全な記録が残

せなかった。内径下部径・残存深度については断ち割り調査を行った際の計測値である。

Ｉ－２号井戸（遺構：Fig.18、PL. ６/ 遺物：Fig.44、PL.11）

位置：Ｘ 21 Ｙ 31 ～Ｘ 22　Ｙ 32　グリッド 検出状態：重複はない。素堀りの井戸で周囲に一周り広い掘り方を

持つ。平面形態：楕円形 規模：上部径 1.40 × 1.18 ｍ、下部径推定 0.37 × 0.33 ｍ、掘り方 3.24 × 2.68

ｍ 残存深度：推定約 2.7 ｍ 遺構埋没状態：人為埋没 遺物出土状態：埋没土中から土師器・須恵器が出土

している。出土遺物：土師器坏片・台付甕片・甕片、須恵器蓋片・皿１点・埦２点以上・甕片が出土してい

る。時期：９世紀後半 備考：重機による断ち割り調査を実施した。内径下部・残存深度については断ち割

り調査をを行った際の計測値である。

５．土坑（遺構：Fig.20、Tab. １/ 遺物：Fig.45、PL.12）

　土坑は 25 基検出されている。出土遺物はＤ－１～８・10 ～ 12・17 号土坑で土師器・須恵器小片が、また、

Ｄ－８号土坑からは石製紡錘車が１点埋没土上層から出土している。なお、土坑として扱ったものの中には

Ｂ－１号掘立柱建物跡と同規模の柱穴と考えられるもの（Ｄ－２・15）や、断面観察において柱痕が認めら

れたもの（Ｄ－４・５・６・14・15・17）が含まれている。各土坑の計測値は Tab. １に示すとおりである。

６．ピット（遺構：Fig.20、Tab. ２）

　ピットは 82 基が検出されている。検出されたピットの多くは小規模なものであり、掘立柱建物跡などの

配列を確認するには至らなかった。遺物は土師器・須恵器小片が出土している。各ピットの計測値は Tab.

２に示すとおりである。
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番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm）備考

Ｐ１ Ⅹ14Ｙ26 43.0 × 43.0 21.0 土師器坏片出土。

Ｐ２ Ｘ14Ｙ26 40.0 × 38.0 47.0 土師器小片出土。

Ｐ３ 欠　番

Ｐ４ Ｘ15Ｙ27 48.0 × 43.0 36.0
土師器小片、須恵器小片
出土。

Ｐ５ Ｘ15Ｙ26 38.0 × 33.0 20.0 土師器小片出土。

Ｐ６ Ｘ15Ｙ26 37.0 × 30.0 20.0 土師器小片出土。

Ｐ７ Ｘ16Ｙ26 57.0 × 50.0 14.0 土師器小片出土。

Ｐ８ Ｘ22　Ｙ 30 50.0 × 48.0 29.0
土師器坏片・甕片、須恵
器小片出土。

Ｐ９ Ｘ17Ｙ29 78.0 × 74.0 43.0
土師器小片、須恵器甕片
出土。

Ｐ10 Ｘ19Ｙ28 50.0 × 44.0 53.0

Ｐ 11 欠　番

Ｐ12 Ｘ16Ｙ26 28.0 × 24.0 28.0 土師器坏片・小片出土。

Ｐ13 Ｘ15Ｙ26 62.0 × 38.0 29.0

Ｐ 14 Ｘ15Ｙ26 24.0 × 23.0 8.0

Ｐ 15 Ｘ15Ｙ26 41.0 × 37.0 26.0 須恵器甕片出土。

Ｐ16 Ｘ16Ｙ26 54.0 × 50.0 44.0 土師器坏片出土。

Ｐ17 Ｘ16Ｙ26 34.0 × 33.0 22.0 土師器小片出土。

Ｐ18 Ｘ15Ｙ26 30.0 × 25.0 6.0

Ｐ 19 Ｘ16Ｙ26 40.0 × 26.0 22.0 土師器小片出土。

Ｐ20 Ｘ15Ｙ27 140.0× 42.0 26.0 土師器小片出土。

Ｐ21 Ｘ16Ｙ26 74.0 × 42.0 40.0 土師器小片出土。

Ｐ22 Ｘ16Ｙ26 52.0 × 42.0 40.0 土師器小片、須恵器甕片、
磨石１点出土。

Ｐ23 Ｘ15Ｙ27 28.0 × 24.0 22.0

Ｐ 24 Ｘ15Ｙ27 23.0 × 21.0 17.0

Ｐ 25 Ｘ17Ｙ28 80.0 × 63.0 30.0

Ｐ 26 Ｘ17Ｙ28 42.0 ×　―　 22.0

Ｐ 27 Ｘ18Ｙ28 32.0 × 30.0 26.0

Ｐ 28 Ｘ18Ｙ28 45.0 × 36.0 33.0 須恵器甕片出土。

Ｐ29 Ｘ18Ｙ27 38.0 × 32.0 28.0

Ｐ 30 Ｘ19Ｙ27 34.0 × 31.0 26.0 須恵器甕片出土。

Ｐ31 Ｘ18Ｙ28 23.0 ×　―　 9.0

Ｐ 32 Ｘ18Ｙ28 53.0 × 43.0 37.0

Ｐ 33 Ｘ16Ｙ25 45.0 × 30.0 30.0 土師器坏片出土。

Ｐ34 Ｘ17Ｙ25 63.0 ×
　
―

　
30.0

土師器小片、須恵器蓋片
出土。

Ｐ35 Ｘ18Ｙ27 58.0 × 35.0 24.0

Ｐ 36 Ｘ18Ｙ29 41.0 × 37.0 29.0 土師器小片出土。

Ｐ37 Ｘ19Ｙ28 59.0 ×　―　 43.0

Ｐ 38 Ｘ19Ｙ28 32.0 × 24.0 28.0 土師器小片出土。

Ｐ39 欠　番

Ｐ40 Ｘ18Ｙ28 47.0 × 47.0 15.0 土師器小片出土。

Ｐ41 Ｘ18Ｙ27 38.0 × 36.0 25.0
土師器小片、須恵器坏片
出土。

Ｐ42 Ｘ16Ｙ26 35.0 × 31.0 34.0

番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm）備考

Ｐ43 Ｘ15Ｙ27 35.0 × 32.0 17.0

Ｐ 44 Ｘ15Ｙ27 33.0 × 27.0 21.0

Ｐ 45 Ｘ15Ｙ27 28.0 × 25.0 22.0

Ｐ 46 Ｘ15Ｙ27 34.0 × 32.0 16.0

Ｐ 47 Ｘ15Ｙ27 40.0 × 37.0 31.0

Ｐ 49 Ｘ16Ｙ25 30.0 × 28.0 30.0

Ｐ 50 Ｘ16Ｙ25 30.0 × 26.0 27.0

Ｐ 51 Ｘ17Ｙ29 38.0 ×
　
―

　
27.0

土師器坏１点、須恵器蓋
片出土。

Ｐ52 Ｘ19Ｙ27 34.0 × 34.0 27.0 須恵器小片出土。

Ｐ53 Ｘ19Ｙ27 50.0 × 33.0 27.0 土師器小片出土。

Ｐ54 Ｘ18Ｙ27 60.0 ×
　
―

　
39.0

土師器甕片、炭化材１点
出土。

Ｐ55 Ｘ18Ｙ26 87.0 × 70.0 31.0
土師器小片、須恵器瓶片
１点・甕片１点出土。

Ｐ56 Ｘ18Ｙ26 45.0 × 43.0 53.0

Ｐ 57 Ｘ18Ｙ28 56.0 × 54.0 40.0
土師器坏片、須恵器埦片
１点出土。

Ｐ58 Ｘ18Ｙ28 52.0 ×　―　 37.0

Ｐ 59 Ｘ16Ｙ25 38.0 × 34.0 15.0

Ｐ 60 Ｘ15Ｙ27 32.0 × 27.0 29.0

Ｐ 61 Ｘ17Ｙ28 30.0 × 28.0 27.0

Ｐ 62 Ｘ17Ｙ28 58.0 ×　―　 56.0

Ｐ 63 Ｘ16Ｙ29 73.0 × 67.0 33.0

Ｐ 64 Ｘ15Ｙ29 47.0 × 41.0 39.0

Ｐ 65 Ｘ16Ｙ29 49.0 × 47.0 37.0

Ｐ 66 Ｘ17Ｙ28 54.0 × 41.0 44.0

Ｐ 67 Ｘ16Ｙ28 39.0 × 35.0 93.0

Ｐ 68 Ｘ16Ｙ28 80.0 ×　―　 30.0

Ｐ 69 Ｘ17Ｙ28 83.0 × 67.0 76.0

Ｐ 70 Ｘ17Ｙ28 52.0 ×　―　 22.0

Ｐ 71 Ｘ17Ｙ28 58.0 ×　―　 6.0

Ｐ 72 Ｘ18Ｙ27 48.0 × 36.0 39.0

Ｐ 73 Ｘ18Ｙ27 40.0 ×　―　 11.0

Ｐ 74 Ｘ18Ｙ27 34.0 × 30.0 16.0

Ｐ 75 Ｘ18Ｙ28 30.0 × 27.0 12.0

Ｐ 76 Ｘ19Ｙ28 44.0 × 42.0 21.0

Ｐ 77 Ｘ18Ｙ28 36.0 × 34.0 34.0

Ｐ 78 Ｘ18Ｙ28 29.0 × 26.0 19.0

Ｐ 79 Ｘ18Ｙ28 60.0 × 50.0 60.0

Ｐ 80 Ｘ18Ｙ28 68.0 ×　―　 35.0

Ｐ 81 Ｘ17Ｙ30 40.0 ×　―　 10.0

Ｐ 82 Ｘ20Ｙ32 44.0 × 40.0 19.0

Ｐ 83 Ｘ21Ｙ33 ― 10.0

Ｐ 84 Ｘ21Ｙ33 41.0 × 40.0 12.0

Ｐ 85 Ｘ21Ｙ33 48.0 × 37.0 31.0

番号 位置 規模（ｍ） 深さ（cm）備考

Ｄ－１ Ｘ 17 Ｙ 29 1.17 × 1.02 14.0
土師器小片、須恵器小
片出土。

Ｄ－２ Ｘ 17 Ｙ 28 1.06 × 0.70 68.0 土師器小片出土。

Ｄ－３ Ｘ 18 Ｙ 27 0.77 × 0.50 32.0 土師器小片出土。

Ｄ－４ Ｘ 18 Ｙ 27 0.56 × 0.51 38.0
土師器小片、須恵器甕
片出土。

Ｄ－５ Ｘ 18 Ｙ 27  ― × 0.88 58.0 土師器小片出土。

Ｄ－６ Ｘ 15 Ｙ 27 0.91 × 0.78 39.0 土師器小片出土。

Ｄ－７ Ｘ 15 Ｙ 27 0.46 × 0.45 15.0 土師器坏片・甕片出土。

Ｄ－８ Ｘ 17 Ｙ 25 1.31 × 0.95 45.0
土師器小片、須恵器小
片、石製紡錘車出土。

Ｄ－９ Ｘ 16 Ｙ 24  ― × 0.65 7.0

Ｄ－ 10 Ｘ 15 Ｙ 26 0.57 × 0.53 0.56 土師器小片出土。

Ｄ－ 11 Ｘ 16 Ｙ 27 1.26 × 0.90 0.23 土師器小片出土。

Ｄ－ 12 Ｘ 19 Ｙ 28 1.25 × 0.84 0.40
土師器坏片、須恵器蓋
片・甕片出土。

番号 位置 規模（ｍ） 深さ（cm）備考

Ｄ－ 13 Ｘ 17 Ｙ 29 1.37 × 1.22 33.0

Ｄ－ 14 Ｘ 15 Ｙ 26 0.63 × 0.53 64.0

Ｄ－ 15 Ｘ 20 Ｙ 30 0.98 × 0.83 72.0

Ｄ－ 16 Ｘ 21 Ｙ 30 0.83 × 0.78 32.0

Ｄ－ 17 Ｘ 21 Ｙ 30 1.30 × 0.82 42.0 土師器小片出土。

Ｄ－ 18 Ｘ 17 Ｙ 29  ― × 0.60 40.0

Ｄ－ 19 Ｘ 18 Ｙ 28 0.66 × 0.60 46.0

Ｄ－ 20 Ｘ 16 Ｙ 27 0.64 × 0.58 33.0

Ｄ－ 21 Ｘ 15 Ｙ 27  ― × 0.43 20.0

Ｄ－ 22 Ⅹ 18 Ｙ 29 0.67 × 0.63 68.0

Ｄ－ 23 Ｘ 17 Ｙ 29  ― × 0.54 18.0

Ｄ－ 24 Ｘ 21 Ｙ 30 0.63 × 0.63 9.0

Ｄ－ 25 Ｘ 21 Ｙ 32 0.63 × 0.55 30.0

Tab. ２　ピット一覧表

Tab. １　土坑一覧表
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７．溝

Ｗ－１号溝（遺構：Fig.21、PL. ６/ 遺物：Fig.47、PL.12）

位置：Ｘ 12 Ｙ 26 ～Ｘ 16 Ｙ 24 グリッド 検出状態：Ｈ－９・10・11 号住と重複し、本遺構が最も古い。走行方向：

北東～南西。底面の標高は北東端 86.08 ｍ、南西端 86.01 ｍ。断面形態：逆台形 規模：上端幅 2.76 ～ 2.80 ｍ、

下端幅 1.96 ～ 2.24 ｍ 残存深度：50cm 遺構埋没状態：自然埋没 遺物出土状態：埋没土中から土師器片、須

恵器片が大量に出土した。また、底面付近に散在して須恵器甕が１個体分出土している。出土遺物：土師器坏

８点以上・甕３点以上、須恵器蓋片・瓶片・甕１点以上、羽口１点、鉄滓１点、礫 11 点 時期：７世紀後半 

備考：調査区を南西方向に拡幅したところ、さらに南西に延びることが確認された。

Ｗ－２号溝（遺構：Fig.31、PL. ６/ 遺物：Fig.48・49、PL.13）

位置：Ｘ 21 Ｙ 33 ～Ｘ 24 Ｙ 32 グリッド 検出状態：１号遺物集中遺構、Ｗ－９・10 号溝と重複し、本遺構が

最も古い。走行方向：北東～南西。底面の標高は北東端 85.93 ｍ、南西端 85.98 ｍ。断面形態：逆台形  規模：

上端幅 2.56 ～ 2.72 ｍ、下端幅 1.98 ～ 2.26 ｍ 残存深度：51cm 遺構埋没状態：自然埋没 遺物出土状態：埋

没土中から土師器片・須恵器片が大量に出土した。出土遺物：土師器坏 10 点以上・甕２点以上、須恵器蓋片・

高坏片・瓶片・甕片、円筒埴輪片、礫 13 点 時期：７世紀後半 備考：調査区を北東方向に拡幅したところ、

北東に約３ｍのところで途切れることを確認した。

Ｗ－３・４号溝

位置：Ｘ 18 Ｙ 30 ～Ｘ 21 Ｙ 29 グリッド 検出状態：両溝とも重複する遺構の中で最も新しい。また、走行

方向が一致し並走することから道路状遺構の可能性も想定されたが両溝間に硬化面は検出されなかった。走

行方向：北東～南西。以下、計測値はＷ－３・４の順で記載する。底面の標高は北東端 86.08 ｍ・86.30 ｍ、

南西端 86.80 ｍ・86.31 ｍ。断面形態：両溝とも皿状。規模：上端幅 1.20 ～ 1.68 ｍ・0.8 ～ 1.36 ｍ、下

端幅 1.98 ～ 2.26 ｍ・0.16 ～ 0.44 ｍ 残存深度：50cm・28cm 遺構埋没状態：自然埋没。埋没土はＡｓ－Ｂ

軽石を大量に含む。遺物出土状態：両溝とも埋没土中から多く出土したが、明確に時期を示す遺物は出土し

なかった。出土遺物：土師器坏片・甕片、須恵器埦片・甕片、灰釉陶器片、鉄滓 1 点、礫４点 時期：不明 

Ｗ－５号溝

位置：Ｘ 17 Ｙ 25 ～Ｘ 20 Ｙ 32 グリッド 検出状態：Ｄ－ 15 号土坑、Ｗ－３・４・６・７号溝と重複し、Ｄ

－ 15 号土坑、Ｗ－３・４・６号溝より古く、Ｗ－７号溝は同時期の可能性がある。走行方向：北～南。底面

の標高は北端 86.59 ｍ、南端 86.31 ｍ。断面形態：Ｕ字形 規模：上端幅 0.4 ～ 0.76 ｍ、下端幅 0.08 ～ 0.52

ｍ 残存深度：23cm 遺構埋没状態：自然埋没 遺物出土状態：埋没土中から土師器片、須恵器片が出土している。

出土遺物：土師器坏片・甕片、須恵器埦片・瓶片・甕片 時期：不明 備考：調査区のほぼ中央で直交するＷ

－７号溝と埋没土が類似することから、両溝は区画を目的として同時に機能していた可能性が高い。

 

Ｗ－６号溝

位置：Ｘ 20 Ｙ 30 ～Ｘ 21 Ｙ 30 グリッド 検出状態：Ｈ－ 13・16 号住、Ｗ－５号溝と重複し、本遺構が最も

新しい。走行方向：北東～南西。底面の標高は北東端 86.39 ｍ、南西端 86.42 ｍ。断面形態：浅い逆台形 規模：

上端幅 0.44 ～ 0.66 ｍ、下端幅 0.28 ～ 0.44 ｍ 残存深度：14cm 遺構埋没状態：ロームブロック・Ａ s－Ｂ



― 14 ―

軽石を含んだ黒褐色土が堆積する。遺物出土状態：遺物は出土しなかった。時期：不明

Ｗ－７号溝（遺物：Fig.51、PL.13）

位置：Ｘ 17 Ｙ 29 ～Ｘ 19 Ｙ 29 グリッド 検出状態：Ｈ－４・14 号住、Ｄ－ 18 号土坑、Ｗ－５号溝と重複する。

Ｈ－４・14 号住、Ｄ－ 18 号土坑より新しく、Ｗ－５号溝は同時期の可能性がある。走行方向：西～東。底

面の標高は西端 86.25 ｍ、東端 86.20 ｍ。断面形態：逆台形 規模：上端幅 0.74 ～ 1.02 ｍ、下端幅 0.26 ～ 0.58

ｍ 残存深度：45cm 遺構埋没状態：自然埋没。遺物出土状態：明確に時期を示す遺物は出土しなかった。出

土遺物：土師器小片、須恵器小片、土錘２点 時期：不明

Ｗ－８号溝

位置：Ｘ 23 Ｙ 33 ～Ｘ 24 Ｙ 33 グリッド 検出状態：遺構の重複はないが、西側を試掘トレンチにより削

平される。また、試掘トレンチより西では検出されなかった。走行方向：東～西。底面の標高は 86.11 ～

86.12 ｍでほぼ水平。断面形態：逆台形 規模：上端幅 0.64 ～ 0.76 ｍ、下端幅 0.22 ～ 0.42 ｍ 残存深度：

34cm 遺構埋没状態：自然埋没 遺物出土状態：わずかに出土する。出土遺物：土師器小片 時期：不明

Ｗ－９・10・14 号溝

位置：Ｘ 22 Ｙ 33 ～Ｘ 23 Ｙ 34 グリッド 検出状態：Ｗ－９・10 号溝はＨ－ 18 号住、Ｗ－２号溝と重複し、

Ｗ－９・10 号溝のほうが新しい。Ｗ－ 14 号溝は南東部が調査区外に延びる。この３条の溝は、走行方向が

一致し、埋没土・遺構形態が類似する。走行方向：北西～南東。以下、計測値はＷ－９・10・14 の順で記

載する。底面の標高は 86.23 ～ 86.33 ｍ・86.20 ｍ・86.06 ～ 86.13 ｍでそれぞれ、ほぼ水平である。断面

形態：Ｗ－９・10 号溝が浅い逆台形、Ｗ－ 14 号溝は皿状。規模：上端幅 0.56 ～ 1.04 ｍ・0.62 ｍ・0.76

～ 1.08 ｍ、下端幅 0.40 ～ 0.76 ｍ・0.32 ｍ・0.40 ～ 0.66 ｍ 残存深度：20cm・26cm・36cm 遺構埋没状態：

白色軽石を含んだ黒褐色土が自然埋没する。遺物出土状態：Ｗ－９・14 号溝は、埋没土中からわずかに出

土する。なお、Ｗ－ 14 号溝からは墨書土器が１点出土している。出土遺物：土師器坏（墨書）１点・小片、

須恵器瓶片・甕片 時期：９世紀代か 。

Ｗ－ 11・12・13 号溝

位置：Ｘ 23 Ｙ 32 ～Ｘ 24 Ｙ 32 グリッド 検出状態：Ｗ－ 13 号溝がＷ－８号溝と重複し、Ｗ－ 13 号溝のほ

うが新しい。この３条の溝は近接し、走行方向・遺構形態・埋没土が酷似する。走行方向：北東～南西。以

下、計測値はＷ－ 11・12・13 の順で記載する。底面の標高は 86.25 ～ 86.27 ｍ・86.34 ｍ・86.35 ～ 86.37 ｍ。

断面形態：Ｗ－ 11・12 は皿状、Ｗ－ 13 は浅い逆台形 規模：上端幅 0.34 ～ 0.48 ｍ・0.20 ～ 0.23 ｍ・0.21

～ 0.31 ｍ、下端幅 0.16 ～ 0.26 ｍ・0.08 ～ 0.13 ｍ・0.08 ～ 0.18 ｍ。残存深度：13cm・４cm・６cm 遺構

埋没状態：Ａｓ－Ｂ軽石を大量に含んだ土が埋没する。遺物出土状態：Ｗ－ 11・13 号溝では埋没土中からわ

ずかに出土している。出土遺物：土師器小片、須恵器甕片・小片 時期：不明 備考：畝跡の可能性が考えられる。

８．遺構外出土遺物（遺物：Fig.53、PL.13）

　遺構の検出には至らなかったが、縄文時代の遺物では加曽利Ｅ３式土器の胴部破片、小形磨製石斧１点、

打製石斧１点が出土している。
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１暗褐色土　 白色軽石、焼土塊（0.5cm）、炭化物中量。しまりなく、
やや粘性ある。

２黒褐色土　 焼土塊（0.5～１cm)、炭化物多量。白色軽石、ロー
ムブロック（0.5～１cm)微量。ややしまりあり、やや
粘性ある。  

３黒褐色土　 ロームブロック（0.5cm）多量。焼土塊（0.5～１cm）
微量。ややしまりあり、粘性ある。

４暗褐色土　 白色軽石多量。ロームブロック（0.5～１cm）中量。
ややしまりあり、粘性ある。

５暗褐色土　 ４層とほぼ同じだが、ロームブロック（３～５cm）多量。
６にぶい　　ロームブロック（0.5～３cm）多量。焼土塊（0.5cm)
　黄褐色土　微量。ややしまりあり、やや粘性ある。
７黒褐色土　 焼土塊（0.5～１cm）少量。白色軽石、炭化物微量。

しまりあり、粘性ある。　　　　　　
８黒褐色土　 ロームブロック（１～５cm）、焼土塊（0.5～２cm）少

量。非常に硬くしまり、粘性ない。
９黒褐色土　 ロームブロック（１～５cm）多量。焼土塊（0.5～１㎝）

少量。白色軽石微量。しまりあり、粘性ある。
10暗褐色土　 ローム粒多量。ロームブロック（１～３cm）少量。

しまりあり、粘性ある。
11黒褐色土　 白色軽石、炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
12黒褐色土　 炭化物、焼土粒微量。しまりあり、粘性ある。

Fig. ５　Ｈ－１号住居跡

１暗褐色土　　 白色軽石、焼土塊（0.5cm）、炭化
物中量。しまりなく、やや粘性ある。

２黒褐色土　　 焼土塊（0.5 ～１cm）、炭化物多量。
白色軽石、ロームブロック（0.5 ～
１cm）微量。ややしまりあり、粘
性ある。

３暗褐色土　　 焼土塊（0.5 ～１cm）、ロームブロッ
ク（0.5cm）、灰多量。ややしまり
あり、粘性ある。

４暗灰色土　　 灰層。ロームブロック（0.5 ～１
cm）多量。

５黒褐色土　　 焼土塊（0.5 ～５cm）大量。ローム
ブロック（0.5 ～１cm）少量。しま
り弱く、粘性ある。

６灰黄褐色土　 焼土塊（0.5 ～１cm）中量。ローム
ブロック（0.5 ～１cm) 微量。しま
りあり、粘性ある。

Ｈ－１住

Ｈ－１住カマド
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１黒褐色土　　 白色軽石、黄褐色粘質土ブ
ロック（0.5 ～１cm）多量。
焼土塊（0.5cm）少量。しま
りあり、やや粘性ある。

２にぶい　　　カマド構築材と思われる。
　黄褐色土　　 焼土塊（0.5 ～１cm）少量。

しまりあり、粘性強い。
３灰黄褐色土　 焼土塊（１～３cm）少量。

第１層と同様の粘質土多量。
しまりあり、粘性ある。

４黒褐色土　　 白色軽石多量。焼土塊（0.5
～１cm）中量。黄褐色粘質
土ブロック（0.5 ～１cm）少
量。炭化物微量。しまりあり、
粘性ある。

５灰黄褐色土　 焼土塊（0.5 ～５cm）大量。
第１・２層と同様の粘質土
ブロック（0.5 ～１cm）中量。
しまりあり、粘性ある。

６黒褐色土　　 焼 土 塊（0.5cm）、 灰 多 量。
炭化物微量。しまり弱く、
粘性ある。

７暗褐色土　　 焼土塊（0.5 ～１cm）多量。
炭化物微量。しまりあり、
粘性ある。

８黒褐色土　　 ロームブロック（0.5 ～３㎝）
多量。焼土塊（0.5 ～１㎝）
少量。しまりあり、粘性ある。

Fig. ６　Ｈ－２・９号住居跡、Ｈ－２号住居跡カマド

Ｈ－２住カマド
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１暗褐色土　　白色軽石多量。焼土塊（0.5cm）、炭化物少量。しまりあり、粘性ある。
２灰黄褐色土　灰多量。焼土塊（0.5cm）少量。しまりあり、粘性ある。
３黒褐色土　　焼土塊（0.5cm）少量。炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
４暗褐色土　　 焼土塊（0.5 ～１cm）少量。白色軽石、炭化物微量。しまりあり、

粘性ある。

Fig. ７　Ｈ－９号住居跡カマド
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９ 暗褐色土　白色軽石多量。ローム粒少量。焼土粒、炭化物（0.5cm）中量。しまりあり、粘性弱い。
10 暗褐色土　白色軽石多量。炭化物（0.5cm）少量。しまり強く、粘性弱い。
11 暗褐色土　ローム粒多量。しまり強く、粘性ある。
12 暗褐色土　ローム粒、灰白色粒、焼土粒減少。しまり強く、やや粘性強い。
13 暗褐色土　貼り床部分。焼土ブロック（0.1cm）含む。しまり強く、粘性強い。
14 暗褐色土　ローム粒多量。ややしまり強く、粘性弱い。
15 暗褐色土　しまり強く、やや粘性ある。
16 暗褐色土　しまりあり、やや粘性弱い。
17 黒褐色土　ローム粒少量。ややしまり強く、粘性ある。
18 黒褐色土　白色軽石含む。焼土粒微量。ややしまり強く、粘性弱い。
19 暗褐色土　砂質。ローム粒含む。焼土粒少量。しまり弱く、粘性弱い。
20 暗褐色土　ローム粒、焼土粒少量。炭化物微量。
21 暗褐色土　炭化物少量。しまりあり、粘性弱い。
22 暗褐色土　褐色土少量。ややしまり強く、粘性ある。
23 暗褐色土　ローム粒微量。しまり弱く、やや粘性弱い。
24 黒褐色土　ロームブロック少量。焼土粒、ローム粒微量。しまり強く、粘性強い。
25 暗褐色土　白色軽石中量。焼土粒少量。しまりあり、粘性弱い。

１暗褐色土　 白色軽石、ローム粒微量。ややし
まりあり、粘性弱い。

２暗褐色土　 ローム粒多量。焼土粒（0.5cm）　
少量。しまりあり、粘性ある。

３灰褐色土　 炭化物微量。ややしまり強く、や
や粘性強い。

４暗褐色土　 炭化物多量。ややしまり強く、や
や粘性ある。

５暗褐色土　 炭化物微量。ややしまりあり、粘
性ある。

６暗褐色土　 白色軽石少量。焼土粒、炭化物微
量。ややしまり強く、やや粘性強
い。

７暗褐色土　 ローム粒多量。焼土粒少量。炭化
物微量。しまり強く、やや粘性強
い。

８暗褐色土　 白色軽石少量。ローム粒、焼土粒、
炭化物（0.2cm）中量。ややしま
り強く、やや粘性強い。

26 暗褐色土　31・32 に似た土質。白色軽石微量。しまり弱く、粘性弱い。
27 暗褐色土　焼土粒、ローム粒、炭化物（0.1cm）多量。しまり弱く、やや
　　　　　　粘性弱い。
28 暗褐色土　ローム粒微量。ややしまり強く、やや粘性強い。
29 黒褐色土　しまり強く、やや粘性強い。
30 暗褐色土　ローム粒少量。焼土粒微量。しまり強く、粘性強い。

Fig. ８　Ｈ－３・14・20 号住居跡セクション図

Ｈ－９号住カマド
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Fig. ９　Ｈ－３・15 号住居跡、Ｈ－３号住居跡カマド

12黒褐色土　ローム粒、ロームブロック（0.2 ～ 0.5cm）、白色軽石、焼土粒微量。しまりあり、粘性ある。
13 黒褐色土　炭化物少量。しまりあり、粘性ある。
14 黒褐色土　ローム粒、白色軽石、焼土ブロック（0.2 ～ 1.0cm）、炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
15 暗褐色土　ローム粒中量。焼土粒微量。しまりあり、粘性ある。
16 暗褐色土　ローム粒中量。ロームブロック（0.2 ～ 0.5cm）微量。しまりあり、粘性ある。

１黒色土　　ローム粒、焼土粒少量。
　　　　　　しまり弱く、粘性弱い。
２攪乱
３黒褐色土　 ロームブロック（0.2 ～ 0.5

㎝）、焼土粒少量。炭化物
微量。しまりあり、粘性あ
る。

４黒褐色土　 ローム粒少量。焼土粒、炭
化物、白色粘質土粒微量。
しまりあり、粘性ある。

５黒褐色土　 白色軽石、焼土粒少量。ロー
ム粒、炭化物微量。しまり
あり、粘性ある。

６黒褐色土　 ローム粒、白色軽石、焼土
粒少量。炭化物微量。しま
りあり、粘性ある。

７黒褐色土　 焼土粒、炭化物微量。しま
りあり、粘性ある。

８暗褐色土　 ロームブロック（0.2 ～
2.0cm）少量。焼土粒微量。
しまりあり、やや粘性強い。

９黒褐色土　 ローム粒、ロームブロック
（0.2～0.3cm）、焼土粒少量。
しまりあり、粘性ある。

10 黄褐色土　 暗褐色土との混土層。ロー
ムブロック（0.2 ～ 5.0cm）
多量。しまりあり、粘性弱
い。

11 黒褐色土　 ロームブロック（0.2 ～
0.5cm）、焼土粒微量。しま
りあり、粘性ある。

１黒褐色土　 ロームブロック（0.2 ～ 0.5cm）多量。炭化粒少量。しまり弱く、
やや粘性ある。

２黒褐色土　焼土粒多量。ローム粒少量。しまり弱く、粘性弱い。
３暗褐色土　ローム粒多量。焼土粒、炭化粒少量。しまり弱く、粘性弱い。
４黒褐色土　ローム粒、焼土粒少量。しまり弱く、粘性弱い。
５暗褐色土　 ロームブロック（0.2 ～３cm）多量。焼土粒少量。しまりあり、

粘性弱い。

１　黒褐色土　 ロームブロック（0.2 ～ 0.5cm）少量。焼土粒微量。しまり弱
く、粘性弱い。

２　暗褐色土　 ロームブロック（0.2 ～ 1.0cm）中量。焼土粒、炭化物微量。
ややしまりあり、粘性弱い。

３　黒褐色土　ローム粒微量。しまりあり、やや粘性ある。

Ｈ－３住カマド

Ｈ－３・15 住
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Fig.10　Ｈ－ 15 号住居跡カマド、Ｈ－４・14・20 号住居跡

１暗褐色土　　白色粘質土少量。ローム粒、焼土粒、炭化物微量。しまり弱く、粘性ある。
２暗褐色土　　焼土粒、ローム粒微量。しまりあり、粘性ある。
３暗褐色土　　ローム粒少量、焼土粒微量。しまりあり、粘性ある。
４灰黄褐色土　 白色粘質土多量。ロームブロック（0.2～0.5cm）、焼土粒、炭化物少量。

しまりあり、粘性強い。
５黒色土　　　焼土粒・灰微量。しまり弱く、粘性弱い。
６黒褐色土　　焼土粒、炭化粒、ローム粒中量。しまり弱く、粘性弱い。
７黒褐色土　　焼土ブロック（0.2～0.3cm）多量。炭化物微量。しまり弱く、粘性ある。
８黒褐色土　　焼土ブロック（0.2～0.5cm）、炭化粒少量。しまりあり、粘性ある。
９暗灰色土　　 焼土粒、炭化物、白色粘質土、ロームブロック（0.2～0.5cm）少量。

しまりあり、やや粘性ある。
10灰色土　　　灰層。焼土粒中量。しまり弱く、粘性弱い。
11暗褐色土　　 焼土粒、ロームブロック（0.2～0.3cm）、炭化物、白色粘質土少量。

しまり弱く、粘性弱い。天井部の崩落土。
12黒色土　　　焼土粒、灰微量。しまり弱く、粘性弱い。
13黒褐色土　　 ローム粒、炭化物、白色粘質土少量。しまり弱く、粘性ある。礫の抜

き取り痕。

１暗褐色土　ロームブロック（0.2～0.5cm）ローム粒、焼土粒、炭化粒少量。白色軽石（0.2cm）微量。しまりあり,粘性ある。
２暗褐色土　ロームブロック（0.2～１cm）炭化粒少量。白色軽石（0.2cm）、ローム粒、焼土粒、灰微量。しまりあり、粘性ある。
３黒褐色土　焼土粒少量。白色軽石（0.2cm）微量。しまり弱く、粘性ある。
４暗褐色土　白色軽石（0.2cm）中量。焼土粒少量。ローム粒、炭化粒微量。しまりあり、粘性ある。
５黒褐色土　焼土粒、炭化粒中量。灰少量。しまり弱く、粘性弱い。
６黒褐色土　白色軽石（0.2cm）少量。ローム粒、焼土粒微量。しまりあり、粘性ある。
７黒褐色土　白色軽石（0.2cm）、焼土粒、炭化粒微量。しまりあり、粘性ある。
10黒褐色土　貼り床。白色軽石（0.2cm）、ロームブロック（0.2～0.5cm）ローム粒、焼土粒、炭化粒少量。しまりあり、粘性ある。
11暗褐色土　ローム粒多量。白色軽石（0.2cm）、焼土粒中量。炭化粒少量。ややしまり強く、粘性ある。
12暗褐色土　ローム粒中量。白色軽石（0.2cm）、ロームブロック（0.5cm）、焼土粒、炭化粒少量。ややしまり強く、粘性ある。
13黒褐色土　白色軽石（0.2cm）、ロームブロック（0.2～１cm）、焼土粒少量。しまりあり、粘性ある。
14黒褐色土　焼土粒少量。白色軽石（0.2cm）、ロームブロック（0.2～１cm）微量。しまりあり、粘性ある。
15黒褐色土　ローム粒、焼土粒少量。白色軽石（0.2cm）炭化粒微量。しまりあり、粘性ある。
16にぶい黄褐色土　ローム粒多量。焼土粒微量。しまりあり、粘性弱い。

Ｈ－ 15 住カマド

Ｈ－４・14・20 住
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Fig.11　Ｈ－４・14 号住居跡カマド、Ｈ－６号住居跡

１灰黄褐色土　 焼土塊（0.5cm）、黄褐色粘
質土ブロック（0.5 ～３cm）
多量。白色軽石少量。しま
りあり、粘性ある。

２黒褐色土　　 白色軽石少量。焼土塊（0.5
～１cm）、炭化物微量。し
まり弱く、粘性ある。

３にぶい　　　白色軽石、焼土粒微量。し
　黄褐色土　　まりあり、粘性ある。
４にぶい　　　ロームブロック（0.5～３cm）
　黄褐色土　　 多量。炭化物微量。しまり

あり、粘性ある。
５灰黄褐色土　 焼土塊（0.5cm）少量。白

色軽石、ロームブロック
（0.5cm）微量。しまりあり、
粘性ある。

１黒褐色土　 ローム粒、白色粘質土粒少量。しまり弱く、
粘性ある。

２黒褐色土　 ローム粒、焼土粒、白色粘質土粒少量。し
まりあり、粘性ある。

３黒褐色土　 焼土粒中量。ローム粒微量。しまりあり、　
粘性ある。

４黒色土　　灰中量。炭化粒少量。しまり弱く、粘性弱い。
５黒色土　　 灰多量。炭化物中量。焼土粒少量。しまり

弱く、粘性弱い。
６黒褐色土　 焼土粒、白色粘質土粒、灰少量。しまり弱く、

粘性弱い。
７黒褐色土　焼土粒多量。しまりあり、やや粘性ある。
８暗灰色土　灰多量。焼土粒微量。しまり弱く、粘性弱い。

N

87.50ｍ
Ａ Ａ′

１

３

４ ６
５

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

２

Ａ Ａ′

６

Ⅳ Ⅳ

Ⅱ

Ⅲ

１
１暗褐色土　 白色軽石、褐色土ブロック（１～２cm）少量。

炭化物、焼土粒微量。ややしまりあり、粘性ある。
２黒褐色土　 白色軽石中量。褐色土ブロック（0.5 ～１cm）　

少量。炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
３黒褐色土　 白色軽石、炭化物中量。褐色土ブロック（１～

３cm）少量。しまりあり、粘性ある。
４黒褐色土　 白色軽石、ロームブロック（１cm）、焼土粒、　

炭化物少量。しまりあり、粘性ある。
５暗褐色土　 白色軽石、ロームブロック（１～２cm）多量。ロー

ム粒、焼土粒、炭化物少量。しまりあり、粘性
ある。

６にぶい　　ロームブロック（１～２cm）、ローム粒大量。　
　黄褐色土　ややしまりあり、やや粘性ある。

Ｈ－４住カマド

Ｈ－ 14 住カマド

Ｈ－６住
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１褐色土　　ロームブロック（１cm）、焼土塊少量。しまり弱く、やや粘性ある。
２褐色土　　焼土ブロック（0.5 ～１cm）多量。ロームブロック（１～５cm）中量。白色軽石少量。炭化物微量。しまり弱く、やや粘性ある。
３にぶい　　ロームブロック（１～５cm）多量。白色軽石少量。しまり弱く、やや粘性ある。
　黄褐色土
４黒褐色土　焼土粒、炭化物微量。しまり弱く、粘性ある。
５にぶい　　ロームブロック（１～５cm）、ローム粒大量。白色軽石微量。ややしまりあり、やや粘性ある。
　黄褐色土
６暗褐色土　ロームブロック（１～３cm）、焼土粒少量。しまり弱く、粘性ある。

Fig.12　Ｈ－５号住居跡

１褐色土　　　 白色軽石少量。焼土塊（0.5～１cm)　
微量。しまりあり、粘性ある。

２暗褐色土　　 白色軽石、焼土塊（0.5cm）少量。白
色粘質土ブロック（３～10cm）混入。
炭化物微量。

３暗褐色土　　 ローム粒多量。焼土塊（１～５cm）微
量。しまりあり、粘性ある。

４暗褐色土　　 白色粘質土多量。焼土塊（１～５cm）
微量。しまりあり、粘性ある。

５黒褐色土　　 灰多量。しまりなく、粘性ある。
６灰黄褐色土　 ロームブロック（0.5～１cm）中量。

焼土塊（0.5～１cm)少量。白色軽石微
量。ややしまりあり、粘性ある。

７灰黄褐色土　 焼土塊（0.5cm）、炭化物微量。しま
りあり、粘性ある。

８灰黄褐色土　 第７層とほぼ同じだが砂礫（ごく細か
いもの）を多く含む。

９暗褐色土　　 炭化物微量。ややしまりあり、粘性あ
る。

Ｈ－５住

Ｈ－５住カマド
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１黒褐色土　　　 白色軽石多量。焼土塊（0.5cm) 微量。しまりあり、粘性
ある。

２黒褐色土　　　 黄褐色粘質土ブロック（カマド構築材と思われる）大量。
焼土粒微量。しまりあり、粘性ある。

３黒褐色土　　　 白色軽石多量。焼土塊（0.5～１cm）、ロームブロック（１
～２cm）、炭化物少量。しまりあり、粘性ある。

４黒褐色土　　　 ロームブロック（１～10cm）多量。白色軽石微量。しま
りあり、粘性ある。

５灰黄褐色土　　焼土塊（0.5～１cm）少量。しまりなく、やや粘性ある。
６黒褐色土　　　 黄褐色粘質土ブロック（0.5～１cm）、焼土塊（0.5cm）微

量。しまりあり、粘性ある。
７暗褐色土　　　ロームブロック（１～３cm）少量。しまりあり、粘性ある。
８明黄褐色土　　焼土塊（0.5cm）多量。ややしまりあり、粘性強い。
９にぶい　　　　焼土大量。ややしまりあり、粘性強い。
　黄褐色土
10暗青灰色土　　灰層。
11暗褐色土　　　ロームブロック（１～３cm）少量。しまりあり、粘性ある。
12黄褐色粘質土　焼土塊（0.5～１cm）少量。しまりあり、粘性強い。

Fig.13　Ｈ－７・８号住居跡

１黒褐色土　 白色軽石多量。焼土塊（0.5 ～
１cm）炭化物微量。しまりあり、
粘性ある。

２黒褐色土　 白色軽石多量。焼土塊（0.5cm）
少量。炭化物微量。しまりあり、
粘性ある。

３黒褐色土　 白色軽石、焼土塊（0.5 ～３
cm）、ロームブロック（１～５
cm）、炭化物少量。しまりあり、
粘性ある。

４黒褐色土　 焼土塊（0.5 ～１cm）多量。白
色軽石少量。炭化物微量。し
まりあり、粘性ある。

５褐灰色土　 焼土塊（0.5 ～１cm）少量。ロー
ムブロック（0.5 ～１cm）微量。
しまりあり、粘性ある。

６暗褐色土　 焼土塊（0.5 ～１cm）多量。ロー
ムブロック（１～２cm）少量。
しまりあり、粘性ある。

７暗褐色土　 ロームブロック（３～ 10cm）　
多量。しまりあり、粘性ある。

８暗褐色土　 ロームブロック（0.5 ～１cm）
多量。しまりあり、粘性ある。

９黄褐色土　 ローム層。しまりあり、粘性
ある。

Ｈ－７住カマド

Ｈ－７住

Ｈ－８住
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Fig.14　Ｈ－８号住居跡カマド、Ｈ－ 10 号住居跡

１灰黄褐色土　 白色軽石、焼土塊（0.5 ～３cm）、炭化
物多量。しまりあり、粘性ある。

２黒褐色土　　 焼土塊（0.5 ～１cm）多量。白色軽石　
少量。ややしまりあり、粘性ある。

３にぶい　　　焼土塊（0.5 ～２cm）、白色粘質土ブロッ
　黄褐色土　　 ク（１～３cm）多量。白色軽石少量。し

まりあり、粘性ある。
４暗灰色土　　灰層。焼土ブロック（0.5 ～２cm）多量。
５黒褐色土　　 ロームブロック（１～３cm）、焼土塊　

（0.5ｃｍ )少量。しまり弱く、粘性ある。
６暗褐色土　　 ローム粒少量。焼土塊（0.5 ～１cm）　

微量。しまりあり、粘性ある。
７暗褐色土　　 ロームブロック（0.5 ～１cm）、ローム

粒多量。焼土塊（0.5 ～１cm）微量。し
まりあり、粘性ある。

86.70ｍ
Ｃ Ｃ′

Ｃ Ｃ′

N

１
２

１
２

86.70ｍ
Ｄ Ｄ′
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１黒褐色土　白色軽石、焼土塊（0.5cm）多量。炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
２黒褐色土　 焼土塊（0.1 ～ 0.5cm）、炭化物多量。白色粘質土ブロック（５cm）を含む（カマド構築材）。 

しまりあり、粘性ある。
３黒褐色土　第１層とほぼ同じだが焼土塊（0.1 ～ 0.5cm）微量。
４暗褐色土　白色軽石、焼土塊（0.5cm）中量。ロームブロック（１～３cm）少量。しまりあり、粘性ある。
５黒褐色土　焼土塊（0.5 ～１cm）少量。しまり弱く、粘性ある。
６黒褐色土　ロームブロック（３cm）中量。焼土粒微量。しまり弱く、やや粘性ある。

１灰黄褐色土　 焼土塊（0.5cm）、白色粘質土（0.5 ～
１cm）多量。炭化物中量。白色軽石微量。
しまりあり、粘性ある。

２青黒色土　　 灰層。焼土塊（0.5cm）少量。しまり弱く、
粘性強い。

３褐色土　　　 ロームブロック（１cm）多量。焼土
塊（0.5cm）、炭化物少量。しまりあり、
粘性ある。

Ｈ－８住カマド

Ｈ－ 10 住
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１黒褐色土　　白色軽石多量。焼土塊（0.5cm）、ロームブロック（0.5 ～１cm）、炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
２黒褐色土　　白色軽石、焼土塊（0.5cm）、炭化物多量。ロームブロック少量。しまりあり、粘性ある。
３にぶい
　黄褐色土　　白色軽石、焼土塊（0.5 ～１cm）多量。炭化物微量。非常にしまり強く、粘性強い。
４灰黄褐色土　カマド構築材。焼土塊（0.5 ～１cm）多量。白色軽石少量。非常にしまり強く、粘性強い。
５暗褐色土　　白色軽石、焼土塊（0.5 ～１cm）、ロームブロック（0.5 ～１cm）中量。炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
６暗褐色土　　ロームブロック（0.5 ～３cm) 多量。白色軽石中量。焼土塊（0.5cm）、炭化物少量。しまりあり、粘性ある。
７黒褐色土　　ロームブロック（0.5 ～１cm）少量。白色軽石、炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
８暗褐色土　　白色軽石、焼土粒少量。しまり非常に強く、粘性弱い。
９暗褐色土　　白色軽石、焼土粒、小礫（１cm）少量。しまり強い。
10暗褐色土　　ロームブロック（0.5cm）、小礫（１～２cm）含む。しまり強い。

Fig.15　Ｈ－ 12 号住居跡

１にぶい　　　粘質土。焼土塊（0.5 ～３cm）
　黄褐色土　　多量。しまりあり、粘性強い。
２黒褐色土　　灰層。
３にぶい　　　粘質土。焼土塊（0.5 ～２cm)
　黄褐色土　　 多量。炭化物少量。しまりあり、

粘性強い。
４灰黄褐色土　焼土塊（0.5cm）少量。しまり
　　　　　　　あり、粘性強い。

Ｈ－ 12b 住カマド

Ｈ－ 12 住
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Fig.16　Ｈ－ 13・18・19 号住居跡

１暗褐色土　　 白色軽石、ローム粒少量。しまりあり、やや
粘性ある。

２暗褐色土　　 焼土粒、焼土ブロック（１cm）多量。炭化物
少量。しまりあり、粘性弱い。

３褐色土　　　 焼土ブロック（１cm）多量。粘質土粒少量。
しまり強く、粘性ある。

４暗褐色土　　 焼土粒、白色軽石、ローム粒多量。炭化物微量。
ややしまり強く、やや粘性ある。

５暗褐色土　　焼土粒（0.1～0.3cm）多量。炭化物少量。
６暗褐色土　　ローム粒微量。しまり強く、やや粘性強い。
７淡黄褐色　　灰白色粘質土、焼土粒少量。炭化物微量。カ
　　粘質土　　 マドの一部と考えられる。しまり強く、粘性

強い。
８淡黄褐色　　ロームブロック少量。粘性強い。
　　粘質土
９白色粘質土　 貼り床と考えられる。非常にしまり強く、粘

性強い。
10暗褐色土　　 焼土粒、ローム粒、炭化物多量。しまりあり、

やや粘性ある。
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Ｈ－18住 Ｈ－19住

Ｗ－10溝

調査区外

19住１

19住２

18住２

18住１

18住３

１暗褐色土　 ロームブロック（0.5 ～１cm）、
焼土粒、白色軽石少量。炭化
物少量。ややしまり弱く、粘
性弱い。

２暗褐色土　 ロームブロック（0.5 ～１cm）
多量。焼土粒少量。白色軽石
微量。しまり強く、やや粘性
弱い。

３暗褐色土　 炭化物多量。ロームブロック
（0.5～１cm）少量。しまり強く、
やや粘性弱い。

４暗褐色土　 ローム粒多量。やや砂質味お
びる。しまり強く、やや粘性
弱い。

５暗褐色土　炭化物多量。ローム粒微量。
　　　　　　ややしまり強く、粘性弱い。
６黒褐色土　 灰白色粒少量。ローム粒微量。

やや砂質味おびる。ややしま
り強く、粘性弱い。

７褐色土　　ロームブロック（２～５cm）
　　　　　　 多量。非常にしまり強く、粘

性ない。
８褐色土　　 ロームブロック多量。しまり

弱く、粘性弱い。

Ｈ－ 13 住

Ｈ－ 18・19 住
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Fig.17　Ｈ－ 16・17 号住居跡、Ｈ－ 17 号住居跡カマド
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１黒褐色土　 白色粘質土粒、焼土粒、炭化物少量。しまりあり、粘性弱い。
２黒褐色土　 焼土粒、炭化物少量。白色粘質土粒微量。しまりあり、粘性弱い。
３黒色土　　灰多量。焼土粒、白色粘質土粒少量。しまりあり、粘性弱い。
４黒色土　　灰、炭化物多量。焼土粒、白色粘質土粒少量。しまりあり、粘性弱い。
５黒褐色土　焼土粒、白色粘質土粒中量。炭化物少量。しまりあり、粘性ある。
６暗褐色土　白色軽石少量。ローム粒、焼土粒微量。しまりあり、粘性ある。
７黒褐色土　焼土粒、炭化物微量。しまり弱く、粘性ある。
８黒褐色土　焼土粒多量。白色粘質土粒少量。貼り床。しまり強く、粘性ある。
９暗褐色土　焼土粒、白色粘質土粒、炭化物少量。しまりあり、粘性ある。
10暗褐色土　白色粘質土粒少量。しまりあり、粘性ある。
11黒色土　　灰、焼土粒、白色粘質土粒少量。しまり弱く、粘性弱い。
12暗褐色土　焼土粒、ローム粒微量。しまりあり、粘性ある。
13暗褐色土　 焼土粒、白色軽石、白色粘質土、炭化物少量。しまりあり、粘性ある。
14暗褐色土　焼土粒、白色粘質土粒、ローム粒少量。しまりあり、粘性ある。
15黒褐色土　白色粘質土粒、焼土粒少量。しまりあり、粘性ある。
16暗褐色土　白色粘質土多量。焼土粒、炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
17暗褐色土　焼土粒、ローム粒少量。しまりあり、粘性ある。
18黒褐色土　炭化物、焼土粒、白色粘質土少量。しまりあり、粘性ある。
19暗褐色土　 黒褐色土中量。ロームブロック（0.2～１cm）、焼土塊（0.2～0.5cm）

少量。しまりあり、粘性ある。

20暗褐色土　 白色粘質土ブロック（0.2～３cm）多量。焼土粒、炭化物少量。しま
りあり、粘性ある。

21暗褐色土　白色粘質土粒、焼土粒少量。しまりあり、粘性ある。
22暗褐色土　白色粘質土ブロック（0.2～１cm)、焼土粒少量。しまりあり、粘性ある。
23暗褐色土　白色粘質土粒少量。しまりあり、粘性ある。
24暗褐色土　白色粘質土粒、炭化粒、焼土粒少量。しまりあり、粘性ある。
25暗褐色土　白色粘質土粒、ローム粒少量。しまりあり、粘性ある。
26黒色土　　炭化物、灰多量。焼土粒微量。しまり弱く、粘性弱い。
27黒褐色土　 白色粘質土ブロック（0.2～２cm）、焼土粒少量。しまりあり、粘性ある。
28暗褐色土　 白色粘質土ブロック（0.2～３cm）、焼土粒多量。炭化粒少量。しま

り弱く、粘性ある。
29黒褐色土　白色粘質土ブロック（0.2～３cm）多量。しまり弱く、粘性ある。
30黒色土　　炭化物多量。灰、焼土塊（0.2～３cm）少量。しまり弱く、粘性弱い。
31黒褐色土　ローム粒、焼土粒少量。しまりあり、粘性ある。
32暗褐色土　ローム粒、焼土粒少量。しまりあり、粘性ある。
33暗褐色土　ローム粒、焼土粒、炭化物微量。しまりあり、粘性ある。
34暗褐色土　ローム粒、炭化物少量。しまりあり、粘性ある。
35暗褐色土　白色粘質土粒、焼土粒多量。炭化物少量。しまりあり、粘性ある。

Ｈ－ 17 住カマド

Ｈ－ 16・17 住
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Fig.18　１号遺物集中遺構、Ｉ－１・２号井戸

N

Ａ Ａ′

N

Ａ

Ａ′

86.90ｍ
Ａ Ａ′

２

６暗褐色土　 ロームブロック（0.2～0.5cm）少量。焼土粒微量。
しまりあり、粘性ある。

７暗褐色土　 白色粘質土中量。ロームブロック（0.2～0.5cm）
少量。しまりあり、粘性ある。

８暗褐色土　 白色粘質土、ロームブロック（0.2～0.5cm）少量。
しまりあり、粘性ある。

９暗褐色土　 ローム粒、焼土粒、炭化粒微量。しまり弱く、粘
性ある。

10黒褐色土　 ロームブロック（0.2～0.5cm）、ローム粒、焼土粒
少量。しまり弱く、粘性ある。

11黒褐色土　 ロームブロック（0.2～0.5cm）、ローム粒、焼土粒、
炭化粒微量。しまり弱く、粘性ある。

１黒褐色土　白色軽石、焼土粒微量。井戸より新しいピットの埋没土。しまりあり、粘性ある。
２暗褐色土　白色軽石、ローム粒、焼土粒、炭化粒少量。しまりあり、粘性ある。
３暗褐色土　ローム粒、炭化粒微量。しまり弱く、粘性ある。
４暗褐色土　砂粒多量。焼土粒、炭化粒微量。しまり弱く、粘性弱い。
５暗褐色土　白色粘質土少量。ローム粒微量。しまりあり、粘性ある。

１号遺物集中遺構

I －１号井戸

I －２号井戸
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Fig.19　Ｂ－１号掘立柱建物跡

１灰黄褐色土　 焼土塊（0.5～２cm）、焼土粒多量。
しまり弱く、やや粘性ある。

２黒褐色土　　 ロームブロック（１cm）少量。や
やしまり強く、粘性ある。

３灰黄褐色土　 ロームブロック（0.5～１cm）少量。
焼土粒微量。しまり弱く、やや粘
性ある。

４にぶい　　　ロームブロック（0.5～１cm）多
　黄褐色土　　 量。白色軽石中量。しまりあり、

粘性ある。
５黒褐色土　　 ロームブロック（0.5～５cm）多量。

白色軽石少量。しまりあり、粘性
ある。

６黒褐色土　　 ロームブロック（0.5～１cm）少量。
焼土塊（0.5cm）、白色軽石微量。

７黒褐色土　　 ロームブロック（0.5～１cm）多量。
しまりあり、粘性ある。

８にぶい　　　白色粘質土ブロック。しまりあり、
　黄橙色土　　粘性強い。
９褐色土　　　 ローム粒、小礫少量。しまりあり、

やや粘性ある。
10黒褐色土　　 ロームブロック（0.5～３cm）、ロー

ム粒多量。しまりあり、粘性ある。
11黒褐色土ロームブロック（0.5
～５cm）多量。白色軽石中量。し
まりあり、粘性ある。

12黒褐色土　　 ロームブロック（0.5～１cm）、ロー
ム粒少量。白色軽石微量。しまり
あり、粘性ある。

13黒褐色土　　 ロームブロック（0.5～１cm）、ロー
ム粒、白色軽石少量。しまりあり、
粘性ある。
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Fig.20　土坑・ピット分布図
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87.20ｍ
Ａ Ａ′

５

４
３

２
１１

ⅠⅡ
Ⅱ

ⅢⅢ

２４

６ ６

１暗褐色土　白色軽石、焼土塊（0.5 ～１cm）、炭化物少量。しまり強く、粘性ある。
２黒褐色土　灰多量。焼土塊（0.5cm）、炭化物微量。しまり強く、粘性ある。
３暗褐色土　 白色軽石少量。ロームブロック（0.5cm）、焼土塊（0.5cm）、炭化物微量。しまりあり、

粘性ある。
４暗褐色土　 ロームブロック（0.5cm）多量。白色軽石少量。焼土粒、炭化物微量。しまりあり、

粘性ある。
５黒褐色土　ロームブロック（0.5cm）中量。白色軽石少量。しまりあり、粘性ある。
６にぶい　　ロームブロック（0.5 ～１cm）多量。白色軽石微量。しまり弱く、粘性ある。
　黄褐色土

１灰褐色土　 白色軽石、炭化物中量。しまり非常に強く、粘性
強い。

２暗褐色土　 ロームブロック（１～３cm）、炭化物少量。ややし
まりあり、粘性ある。

３灰褐色土　白色軽石中量。しまりあり、やや粘性ある。
４黒褐色土　炭化物微量。ややしまりあり、粘性ある。
５黒褐色土　 ロームブロック（0.5 ～１cm）、焼土、炭化物少量。

白色軽石微量。ややしまりあり、粘性ある。
６暗褐色土　 ロームブロック（１～５cm）、ローム粒多量。やや

しまりあり、粘性ある。

平面図

断面図

Fig.21　Ｗ－１・２号溝

Ｗ－１溝

Ｗ－２溝



Fig.22　Ｈ－１号住居跡出土遺物

　　　　　　　　　Fig.23　Ｈ－２号住居跡出土遺物

Fig.24　Ｈ－３号住居跡出土遺物

Fig.25　Ｈ－４号住居跡出土遺物

１

２

１
３２

４

３

４

６

５

７

８

１

４

３

８

２

６

１

２

３

７

５

９
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Fig.26　Ｈ－５号住居跡出土遺物

１

Fig.27　Ｈ－６号住居跡出土遺物　　　　　　　　　Fig.28　Ｈ－７号住居跡出土遺物

Fig.32　Ｈ－ 12 号住居跡出土遺物

Fig.31　Ｈ－ 10 号住居跡出土遺物

Fig.33　Ｈ－ 13 号住居跡出土遺物

Fig.30　Ｈ－９号住居跡出土遺物

２

３

４

１ １

１ ２ ３

４

１ ２

１

３

２

４

１ ２
３

１

（５住４）

Fig.29　Ｈ－８号住居跡出土遺物
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Fig.34　Ｈ－ 14 号住居跡出土遺物

５

Fig.35　Ｈ－ 15 号住居跡出土遺物

Fig.36　Ｈ－ 16 号住居跡出土遺物 (１)

１

６

８

２２ ４

７

９

10

11

２

１
３

２

１

（15 住２）

３

― 33 ―



Fig.38　Ｈ－ 17 号住居跡出土遺物

４
５

４

１ ２ ３

５

Fig.37　Ｈ－ 16 号住居跡出土遺物 (２)

Fig.39　Ｈ－ 18 号住居跡出土遺物

１

４

２

３

Fig.40　Ｈ－ 19 号住居跡出土遺物

２

３

１

Fig.41　Ｈ－ 20 号住居跡出土遺物

２

１
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Fig.42　１号遺物集中遺構出土遺物

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14

17

15 16

18

19

20

21 22

23 24 25
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Fig.43　Ⅰ－１号井戸出土遺物

１

Fig.44　Ⅰ－２号井戸出土遺物

Fig.45　Ｄ－８号土抗出土遺物

Fig.46　51 号ピット出土遺物

２

１ ２

３

４

５

６

３

４

１

１

（８土抗１）

（１井戸３・４）
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Fig.47　Ｗ－１号溝出土遺物

１

Fig.48　Ｗ－２号溝出土遺物（１）

２

３ ４

５ ６

７

10

９

１ ２

３ ４

５ ８

６

（１溝８）

８
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Fig.50　Ｗ－３号溝出土遺物

７

Fig.51　Ｗ－７号溝出土遺物

Fig.49　Ｗ－２号溝出土遺物（２）

Fig.52　Ｗ－ 14 号溝出土遺物

Fig.53　遺構外出土遺物

（７溝１）

（遺構外２・３）

１

１

１

４

２

３

１ ５

９

― 38 ―
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Tab. ３　遺物観察表

Ｈ－１号住居跡 

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
須恵器

埦

口径

底径

器高

(15.1)

－

－

①片岩・チャート・黒色粒

②にぶい黄橙10YR6/4

③口縁～体部1/4

外面

内面

ロクロ整形。体部は丸みを持つ。

ロクロ整形。

2
須恵器

埦

口径

底径

器高

－

6.0

－

①片岩・チャート・黒色粒

②灰黄褐10YR5/2

③底部

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、低い高台貼付。

ロクロ整形。

3
灰釉陶器

皿

口径

底径

器高

(14.0)

(6.7)

2.7

①微砂粒・白色粒

②灰白7.5Y8/1

③1/4

外面

内面

ロクロ整形。高台部を除きハケ塗り施釉。

ロクロ整形。見込み部を除きハケ塗り施釉。

4
土師器

甕

口径

底径

器高

(19.6)

－

－

①片岩・チャート・黒色粒

②灰黄褐10YR6/2

③口縁部～胴部上位1/2

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部上位横方向ヘラケズリ。「コ」の

字状口縁。

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。

Ｈ－２号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

12.2

7.2

3.3

①石英・チャート・黒色粒

②橙5YR6/6

③完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ヘラケズリ。

口縁部～底部ナデ。

2
須恵器

坏

口径

底径

器高

12.8

6.1

3.8

①片岩・チャート・黒色粒

②灰白2.5Y7/1

③完形

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。口縁部は外反す

る。

ロクロ整形。

内面に煤付着。

3
須恵器

坏

口径

底径

器高

12.6

5.4

4.0

①片岩・チャート・白色粒

②灰黄2.5Y7/2

③ほぼ完形

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。体部は内彎して

立ち上がり口縁部に至る。

ロクロ整形。

4
須恵器

埦

口径

底径

器高

(12.8)

5.3

4.8

①石英・黒色粒・白色粒

②灰黄褐10YR6/2

③2/3

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、低い高台貼付。口縁

部は外反する。

ロクロ整形。

5
須恵器

埦

口径

底径

器高

(14.0)

(7.0)

5.3

①チャート・白色粒・赤褐色粒

②黒褐10YR3/2

③1/3

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。

ロクロ整形。

6
土師器

甕

口径

底径

器高

(22.1)

－

－

①チャート・白色粒・黒色粒

②橙5YR6/8

③口縁～胴部中位1/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。「コ」の字状口縁。

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。

7 紡錘車 鉄製品。径：6.4cm×6.2cm　厚さ：2.1cm　重さ：68.05g 紡輪。

8 紡錘車 鉄製品。残長：13.3cm　最大径：0.7cm　重さ：18.80g 紡茎。

Ｈ－３号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

12.1

8.2

3.2

①石英・黒色粒・白色粒

②橙7.5YR6/6

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ヘラケズリ。

口縁部ナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ナデ。 外面に煤付着。

2
土師器

坏

口径

底径

器高

11.9

8.9

3.1

①石英・黒色粒・白色粒

②橙5YR6/6

③4/5

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。

口縁部～底部ナデ。

3
須恵器

皿

口径

底径

器高

13.4

6.9

2.9

①片岩・チャート・白色粒

②オリーブ黒5Y3/1

③5/6

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁部は

外反する。

ロクロ整形。

いぶし焼成。

4
須恵器

皿

口径

底径

器高

14.1

6.5

3.6

①片岩・チャート・黒色粒

②灰黄2.5Y7/2

③4/5

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁部は

外反する。

ロクロ整形。

5
須恵器

皿

口径

底径

器高

14.2

6.4

3.1

①片岩・チャート・黒色粒

②灰白5Y7/1

③4/5

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁部は

外反する。

ロクロ整形。

6
須恵器

坏

口径

底径

器高

12.7

5.8

4.3

①片岩・チャート・黒色粒

②灰黄2.5Y7/2

③完形

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。

ロクロ整形。

7
須恵器

坏

口径

底径

器高

13.5

6.2

3.9

①片岩・チャート・黒色粒

②灰白7.5Y7/1

③4/5

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。

ロクロ整形。

8
須恵器

埦

口径

底径

器高

15.0

6.3

5.3

①片岩・チャート・黒色粒

②灰白2.5Y8/1

③2/3

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁端部

はわずかに外反する。高台底部に棒状圧痕。

ロクロ整形。

9
土師器

（台付甕）

口径

底径

器高

10.8

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②橙2.5YR6/8

③台部欠損　

外面

内面

口縁部～肩部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。口縁部は

「く」の字状に外反する。

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。

H-15もしくは

H-20号住居跡

の遺物か。



― 40 ―

Ｈ－４号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

11.5

9.0

3.7

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ヘラケズ

リ。底部は丸底気味。

口縁部ヨコナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ヘラナデ。

2
須恵器

坏

口径

底径

器高

(12.8)

(7.5)

3.5

①チャート・黒色粒・白色粒

②灰5Y6/1

③1/5

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。

ロクロ整形。

3 
須恵器

蓋

口径

底径

器高

－

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②黄灰2.5Y6/1

③摘み部

外面

内面

ロクロ整形。宝珠状摘み。

ロクロ整形。

Ｈ－５号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 　成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

11.8

7.4

3.7

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ナデ。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

内外面の口縁

部中心に煤付

着。

2
土師器

甕

口径

底径

器高

(17.9)

－

－

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③口縁～胴部上位1/5

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。「コ」の字状口縁。

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。

3 砥石 石製品。長さ：9.2cm　幅：4.1cm　厚さ：2.8cm　孔径：0.8cm　重さ：143.65g　石材：流紋岩 鉄分付着。

4 土錘 長さ：5.1cm　幅：1.8cm　孔径：0.55cm　重さ：15.54g　胎土：石英・黒色粒　色調：にぶい褐7.5YR5/3

Ｈ－６号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

(11.8)

－

－

①黒色粒・白色粒

②明赤褐色5YR5/6

③口縁～体部片

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ。口縁部と体部との

境に弱い稜を持つ。

口縁部～体部ヨコナデ。放射状の暗文。

Ｈ－７号住居跡

番号 器種 法量(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

(15.5)

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②橙5YR6/6

③口縁～体部片

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ。口縁部はわずかに

内彎する。

口縁部～体部ヨコナデ。

Ｈ－８号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

(12.4)

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②明褐7.5YR5/6

③口縁～体部1/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ。

口縁部～体部ヨコナデ。

2
須恵器

坏

口径

底径

器高

(12.6)

5.9

4.6

①片岩・チャート・黒色粒

②にぶい橙7.5Yr7/4

③2/3

外面

内面

ロクロ整形。底部は台状で、回転糸切り無調整。

ロクロ整形。 還元不完全。

3
須恵器

坏

口径

底径

器高

(13.2)

(6.5)

4.3

①片岩・チャート・黒色粒

②灰白2.5Y7/1

③1/3

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。口縁部は外反す

る。

ロクロ整形。

4
須恵器

埦

口径

底径

器高

(13.8)

－

－

①片岩・チャート・白色粒

②黄灰2.5Y6/1

③口縁～体部1/3

外面

内面

ロクロ整形。口縁部は玉縁状。

ロクロ整形。

 

Ｈ－９号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

(12.2)

－

(2.7)

①黒色粒・白色粒

②橙5YR6/6

③1/5

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底気味で

体部と底部との境は不明瞭。

口縁部ヨコナデ、体部～底部ナデ。

2
須恵器

坏

口径

底径

器高

(13.6)

(8.0)

3.2 

①チャート・黒色粒・白色粒

②黄灰2.5Y6/1

③1/6

外面

内面

ロクロ整形。底部周縁部回転ヘラケズリ。

ロクロ整形。

3
土師器

甕

口径

底径

器高

20.2 

(3.7)

23.6 

①石英・角閃石・白色粒

②橙5YR6/6

③5/6

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ、底部砂底。口縁部

に凹線。

口縁部ヨコナデ、胴部～底部ヘラナデ。

外面に煤付着。

Ｈ－10号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
須恵器

坏

口径

底径

器高

12.7

5.2

3.8

①チャート・黒色粒・白色粒

②灰黄2.5Y7/2

③3/4

外面

内面

ロクロ整形。底部は台状で回転糸切り後、周縁部ナデ。

口縁部は外反する。

ロクロ整形。

2
須恵器

皿

口径

底径

器高

14.0

7.5

2.9

①片岩・チャート・黒色粒

②橙5YR6/6

③4/5

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁部は

わずかに外反する。

ロクロ整形。

酸化焔気味の

焼成。

3
土師器

甕

口径

底径

器高

－

(4.8)

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②にぶい褐7.5YR5/4

③胴部下端片

外面

内面

胴部ヘラケズリ。

胴部ヘラナデ。
破片内に焼成

後穿孔３あり。

4 土錘 残長：4.7cm　幅：2.6cm　孔径：0.45cm　残重：23.16g　胎土：チャート・黒色粒・白色粒　色調：灰黄2.5Y7/2 2/3残存。
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Ｈ－12号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

12.4

10.2

3.3

①石英・角閃石・白色粒

②明赤褐5YR5/6

③7/8

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ヘラケズ

リ。丸底気味。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ヘラケズリ。

2
須恵器

坏

口径

底径

器高

(12.1)

(6.7)

4.1

①黒色粒・白色粒

②灰白N7/

③1/6

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。

ロクロ整形。

Ｈ－13号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

11.8

10.3

3.5

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底気味。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

Ｈ－14号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

11.5

8.0

2.8

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。口縁部～底部に放

射状の暗文。

2
土師器

坏

口径

底径

器高

11.5

7.7

3.3

①チャート・角閃石・白色粒

②橙2.5YR6/6

③4/5

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。

口縁部～底部ナデ。

3
須恵器

皿

口径

底径

器高

(13.2)

5.1

2.3

①片岩・チャート・黒色粒

②黄灰2.5Y6/1

③1/2

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁部は

外反する。

ロクロ整形。

4
須恵器

皿

口径

底径

器高

14.1

5.8

3.1

①片岩・チャート・黒色粒

②灰黄2.5Y6/2

③2/3

外面

内面

ロクロ整形。底部糸切り後、高台貼付。口縁部はやや

外反する。

ロクロ整形。

5
須恵器

坏

口径

底径

器高

(11.6)

6.7

3.6

①黒色粒・白色粒

②灰7.5Y6/1

③3/4

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。

ロクロ整形。

6
須恵器

坏

口径

底径

器高

12.2

5.9

3.5

①黒色粒・白色粒・赤褐色粒

②灰5Y6/1

③4/5

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。

ロクロ整形。

7
須恵器

埦

口径

底径

器高

14.6

7.0

4.8

①片岩・チャート・石英

②黒褐2.5Y3/1

③ほぼ完形

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁部は

わずかに外反する。

ロクロ整形。

いぶし焼成。

8
土師器

甕

口径

底径

器高

－

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②明赤褐5YR5/6

③口縁部片

外面

内面

口縁部ヨコナデ。

口縁部ヨコナデ。
外面に線刻あ

り。

9
須恵器

（埦)

口径

底径

器高

－

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②黄灰2.5Y5/1

③小片

外面

内面

ロクロ整形。

ロクロ整形。
内面に線刻あ

り。

10
須恵器

甕

口径

底径

器高

－

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②黄灰2.5Y6/1

③胴部片

外面

内面

 

擬格子目状タタキ。

同心円状の当具痕。

掘方出土。16

号住居跡5と

接合。

11 小刀 鉄製品。全長：31.9cm以上　刃部長：24.2cm以上　刃部幅：1.3cm　茎長：7.7cm　残重：87.63ｇ　背関か。掘方出土。

Ｈ－15号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

甕

口径

底径

器高

(20.9)

－

－

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい赤褐5YR4/4

③口縁部～胴部中位1/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。口縁部は外反する。

口縁部ヨコナデ、胴部木口状工具による弱いナデ・指

頭圧痕。

2 火打金 鉄製品。長さ：2.6cm　幅：（7.3cm)　厚さ：0.3cm　残重：16.01g　

3 火打石 石製品。長さ：2.8cm　幅：3.7cm　厚さ：1.9cm　重さ：23.73g　石材：石英 写真のみ掲載。

Ｈ－16号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
須恵器

蓋

口径

摘径

器高

(22.5)

4.3

(3.1)

①チャート・黒色粒

②灰白5Y8/1

③1/6

外面

内面

ロクロ整形。天井部回転ヘラケズリ。摘みは中央部が

やや盛り上がる円板状。

ロクロ整形。返りを持つ。

2
土師器

坏

口径

底径

器高

(11.7)

－

3.5

①チャート・石英・黒色粒

②明赤褐5YR5/6

③1/2

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。口縁部はや

や内彎する。丸底で体部との境は不明瞭。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

3
須恵器

台付埦

口径

底径

器高

(8.7)

－

－

①石英・黒色粒・白色粒

②灰N4/

③坏部1/3と台部下位欠損

外面

内面

ロクロ整形。口縁部下に１条・体部下位に１条の凹線。

埦底部回転ヘラケズリ。

ロクロ整形。

4
土師器

甕

口径

底径

器高

21.5

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②にぶい赤褐5YR5/4

③口縁部～胴部中位1/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。口縁部は外反して

開く。

口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

外面胴部に粘

土・煤付着。

5
須恵器

甕

口径

底径

器高

－

－

－

①チャート・黒色粒・白色粒

②黄灰2.5Y6/1

③胴部片

外面

内面

擬格子目状タタキ。

同心円状の当具痕。

掘方出土。14

号住居跡10と

接合。
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Ｈ－17号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
須恵器

蓋

口径

底径

器高

(17.5)

－

－

①石英・黒色粒・白色粒

②灰5Y5/1

③口縁部片

外面

内面

ロクロ整形。

ロクロ整形。返りを持つ。

2
土師器

坏

口径

底径

器高

10.9

－

3.4

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい褐7.5YR5/4

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。口縁部は内

彎。丸底で体部との境は不明瞭。

口縁部ヨコナデ。体部～底部ヘラナデ。

3
土師器

坏

口径

底径

器高

11.4

－

3.5

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。口縁部は内

彎。丸底で体部との境は不明瞭。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

4
土師器

坏

口径

底径

器高

16.6

－

5.2

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。口縁部は内

彎。丸底で体部との境は不明瞭。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

5
土師器

甕

口径

底径

器高

(24.6)

－

－

①石英・角閃石・白色粒

②にぶい黄橙10YR7/3

③口縁部～胴部上位1/5

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。口縁部は外反して

開く。

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。

Ｈ－18号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

11.7

8.3

2.9

①チャート・黒色粒・白色粒

②明褐7.5YR5/6

③完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ヘラケズリ。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

2
土師器

坏

口径

底径

器高

11.6

8.2

3.1

①チャート・黒色粒・白色粒

②明赤褐5YR5/6

②1/2

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ヘラケズリ。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

内外底部に墨

書あるが墨痕

薄く判読不明。

3
土師器

坏

口径

底径

器高

(10.9)

8.4

2.9

①チャート・黒色粒・白色粒

②明褐7.5YR5/6

③1/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

内外底部に墨

書。内外とも

「門」か。

4
須恵器

坏

口径

底径

器高

(11.8)

(8.5)

3.5

①黒色粒・白色粒

②灰10Y6/1

③1/6

外面

内面

ロクロ整形。体部下端は手持ちヘラケズリ。底部ヘラ

起こし後、周縁部手持ちヘラケズリ。

ロクロ整形。

Ｈ－19号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

11.8 

7.0 

3.3

①石英・角閃石・白色粒

②にぶい褐7.5YR5/4

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ・指頭圧痕、底部ヘラケズリ。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

2
須恵器

埦

口径

底径

器高

(14.5)

(7.0)

5.5 

①片岩・チャート・石英

②灰N6/

③1/3

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。

ロクロ整形。

内底部色調は灰

褐(7.5YR5/2)、

重ね焼き痕。

Ｈ－20号住居跡

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
須恵器

蓋

口径

摘径

器高

(15.3)

－

－

①チャート・石英・黒色粒

②灰白5Y7/2

③1/4、摘み部欠損

外面

内面

ロクロ整形。天井部回転ヘラケズリ。口縁端部は下方

に折れる。

ロクロ整形。

2
須恵器

甕

口径

底径

器高

－

12.5

－

①チャート・石英・黒色粒

②灰N5/

③胴部3/4

外面

内面

胴部平行タタキ後ナデ、底部ヘラケズリ。

胴部無文の当て具痕・ナデ、底部ナデ。

3 磨石 石製品。長さ：14.9cm　幅：7.4cm　厚さ：3.4cm　重さ：611.73g　石材：安山岩 赤褐色物付着。

１号遺物集中遺構（１）

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

11.0

－

3.9

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

2
土師器

坏

口径

底径

器高

11.3

－

3.6

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③2/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

3
土師器

坏

口径

底径

器高

12.4

－

3.8

①角閃石・赤褐色粒

②橙5YR6/6

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

4
土師器

坏

口径

底径

器高

11.8

－

3.4

①黒色粒・白色粒

②橙5YR6/6

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

5
土師器

坏

口径

底径

器高

12.6

－

3.8

①黒色粒・白色粒

②にぶい赤褐5YR5/4

③ほぼ完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ・爪状圧痕、底部ナデ。

下層出土。

6
土師器

坏

口径

底径

器高

12.4

－

3.5

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい赤褐5YR5/4

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

7
土師器

坏

口径

底径

器高

12.3

－

(3.8)

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部上位ナデ、以下ヘラケズリ。丸

底。体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。
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１号遺物集中遺構（２）

8
土師器

坏

口径

底径

器高

12.3

－

3.8

①チャート・石英・角閃石

②橙5YR6/6

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部上位ナデ、以下ヘラケズリ。丸

底。体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ヘラナデ。

下層出土。

9
土師器

坏

口径

底径

器高

12.8

－

3.4

①チャート・石英・角閃石

②にぶい橙5YR6/4

③完形

外面

内面

口縁部木口状工具ナデ、体部上位ナデ、以下ヘラケズ

リ。丸底。体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

10
土師器

坏

口径

底径

器高

14.0

－

4.2

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい褐7.5YR6/3

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。口縁

部は内傾気味。

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラナデ。

下層出土。

11
土師器

坏

口径

底径

器高

14.2

－

4.4

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい赤褐5YR5/4

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。口縁

部は直立気味。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

12
土師器

坏

口径

底径

器高

12.4

－

4.0

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい橙5YR6/4

③2/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。口縁

部はわずかに外傾し端部は外反する。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

13
土師器

坏

口径

底径

器高

15.9

－

3.8

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい赤褐5YR5/4

③完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

口縁部は外反して開く。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

14
土師器

坏

口径

底径

器高

14.7

－

3.8

①チャート・石英・角閃石

②橙2.5YR6/6

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。口縁

部は外反して開く。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。

15
土師器

坏

口径

底径

器高

15.6

－

3.9

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③2/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

口縁部は外反して開く。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。内

底 部 に 線 刻

「×」あり。

16
土師器

坏

口径

底径

器高

(15.3)

－

3.6

①チャート・石英・黒色粒

②橙2.5YR6/6

③2/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部弱いナデ、底部ヘラケズリ。丸

底。口縁部は外反して開く。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

下層出土。内

底 部 に 線 刻

「×」あり。

17
須恵器

蓋

口径

摘径

器高

－

5.0

－

①チャート・石英・黒色粒

②灰N4/

③摘み部～天井部

外面

内面

ロクロ整形。天井部回転ヘラケズリ。環状摘みを貼付。

ロクロ整形。 下層出土。

18
須恵器

蓋

口径

摘径

器高

(17.0)

－

－

①チャート・石英・黒色粒

②灰N6/

③1/5

外面

内面

ロクロ整形。天井部回転ヘラケズリ。口縁端部は下方

に折れる。

ロクロ整形。

下層出土。

19
土師器

小型甕

口径

底径

器高

13.0

－

－

①チャート・石英・黒色粒

②黒褐7.5YR3/1

③口縁部～胴部上位

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。口縁部は短く外反

気味に開く。

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。

下層出土。

20
土師器

台付甕

口径

底径

器高

－

(11.7)

－

①チャート・石英・角閃石

②明赤褐2.5YR5/6

③台部

外面

内面

胴部下位～台部ヘラケズリ、台部裾部ヨコナデ。

胴部下位・台部ヘラナデ。 下層出土。

21
土師器

坏

口径

底径

器高

12.8

－

3.7

①チャート・石英・角閃石

②橙5YR6/6

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。体部

は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

上層出土。

22
土師器

坏

口径

底径

器高

12.6

－

3.6

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい橙7.5YR6/4

③5/6

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

体部は丸みを持ち内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

上層出土。

23
土師器

坏

口径

底径

器高

15.1

－

4.0

①チャート・石英・黒色粒

②にぶい橙7.5YR6/4

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。口縁部は体

部との境に弱い稜を持ち外反して開く。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

上層出土。

24
須恵器

坏

口径

底径

器高

(10.5)

(7.5)

3.5

①チャート・石英

②灰5Y5/1

③1/3

外面

内面

ロクロ整形。体部下端～底部回転ヘラケズリ。

ロクロ整形。 上層出土。

25
須恵器

(高坏)

口径

底径

器高

(20.9)

－

－

①チャート・石英・角閃石

②灰白5Y7/1

③坏部片

外面

内面

ロクロ整形。口縁部は体部との境に稜を持ち外反して

開く。

ロクロ整形。

上層出土。

Ｉ－１号井戸

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
須恵器

坏

口径

底径

器高

(13.8)

(6.2)

3.5

①石英・黒色粒・白色粒

②にぶい黄橙10YR6/3

③1/2

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。口縁部は外反す

る。

ロクロ整形。

内外面に煤付

着。

2
須恵器

埦

口径

底径

器高

(13.7)

(6.1)

5.2

①石英・黒色粒・白色粒

②灰黄2.5Y6/2

③1/2

外面

内面

ロクロ整形。底部糸切り後、高台貼付。口縁部は外反

する。

ロクロ整形。

内底部に重ね

焼き痕。

3 井戸枠 木製品。長さ：67.0cm　幅：14.3cm　厚さ：5.7cm

4 井戸枠 木製品。長さ：67.2cm　幅：23.1cm　厚さ：6.7cm

Ｉ－２号井戸（１）

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

(11.5)

7.2

3.2

①チャート・黒色粒・白色粒

②橙5YR6/6

③1/2

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

2
須恵器

蓋

口径

摘径

器高

－

(5.5)

－

①黒色粒・白色粒

②灰5Y6/1

③摘み部～天井部1/3

外面

内面

ロクロ整形。天井部回転ヘラケズリ。環状摘みを貼付。

ロクロ整形。
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Ｉ－２号井戸（２）

3
須恵器

皿

口径

底径

器高

(13.4)

6.5

2.9

①チャート・石英・白色粒

②灰N4/

③2/3

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁部は

外反する。

ロクロ整形。

4
須恵器

埦

口径

底径

器高

(15.0)

7.4

5.0

①チャート・石英・黒色粒

②灰白2.5Y7/2

③1/2

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り後、高台貼付。口縁部は

わずかに外反する。

ロクロ整形。

内底部色調は

灰褐 (N5/)、

重ね焼き痕。

5
土師器

台付甕

口径

底径

器高

－

9.2

－

①石英・黒色粒・白色粒

②灰黄褐10YR5/2

③台部

外面

内面

台部ナデ・指頭圧痕。

台部上位ナデ、下位ヨコナデ。

6
須恵器

甕

口径

底径

器高

(19.8)

－

－

①チャート・石英・白色粒

②灰N4/

③口縁部1/5

外面

内面

口縁部回転ナデ。口唇部は下方に延びる。

口縁部回転ナデ。

Ｄ－８号土坑

番号 器種 法量等　 備考

3 紡錘車 石製品。上面径：4.6cm　下面径：2.9cm　厚さ：1.4cm　孔径：0.6cm　重さ：46.85g　石材：蛇紋岩

51号ピット

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

(13.6)

－

(4.0)

①石英・角閃石・白色粒

②にぶい褐7.5YR5/4

③1/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部上位ナデ、以下ヘラケズリ。丸

底。口縁部はやや内彎する。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

Ｗ－１号溝

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
須恵器

蓋

口径

摘径

器高

(15.4)

－

－

①黒色粒・白色粒

②灰白7.5Y7/1

③1/6

外面

内面

ロクロ整形。天井部回転ヘラケズリ。

ロクロ整形。返りを持つ。

2
須恵器

蓋

口径

摘径

器高

－

5.9

－

①チャート・石英・白色粒

②灰7.5Y5/1

③摘み部～天井部

外面

内面

ロクロ整形。天井部は丸みを持つ。貼付される摘みは

円板状粘土の内側を窪ませ、中央部はやや隆起する。

ロクロ整形。

3
土師器

坏

口径

底径

器高

10.5

－

3.1

①チャート・石英・黒色粒

②明褐7.5YR5/6

③完形

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部上位ナデ、以下ヘラケズリ。丸

底。口縁部はやや内彎する。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

4
土師器

坏

口径

底径

器高

10.6

－

2.9

①チャート・石英・黒色粒

②明赤褐5YR5/6

③一部欠損

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。口縁

部はやや内傾する。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

5
土師器

坏

口径

底径

器高

12.5

－

3.8

①チャート・石英・黒色粒

②明褐7.5YR5/6

③3/4

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。口縁

部は直立気味。

口縁部～体部ヨコナデ、底部指ナデ。

6
土師器

坏

口径

底径

器高

12.4

－

3.6

①チャート・石英・角閃石

②明褐7.5YR5/6

③4/5

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。口縁

部は外反して開く。

口縁部ヨコナデ、体部～底部ナデ。

7
土師器

甕

口径

底径

器高

(24.3)

－

－

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③口縁部～胴部上位1/5

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。口縁部は「く」の

字状に開く。

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。

8
須恵器

甕

口径

底径

器高

24.0

－

47.5

①石英・黒色粒・白色粒

②暗オリーブ灰2.5GY4/1

③3/4

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部平行タタキ後ナデ。丸底。口縁

部は外反し、口唇部は上下に短く延びる。

口縁部ヨコナデ、胴部同心円状の当具痕。

胴 部 最 大 径

44.3cm。

9 羽口 土製品。残長：5.1cm　厚さ：2.0　色調：外面－灰N5/、内面－明赤褐5YR5/6　胎土：チャート・石英・黒色粒 小破片。

10
須恵器

坏

口径

底径

器高

13.1

6.1

3.7

①チャート・石英・角閃石

②灰黄2.5Y7/2

③ほぼ完形

外面

内面

ロクロ整形。底部回転糸切り無調整。口縁部は外反す

る。

ロクロ整形。

紛れ込み遺物。

内面に煤付着。

Ｗ－２号溝（１）

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
須恵器

蓋

口径

摘径

器高

(14.4)

－

－

①堅緻

②黄灰2.5Y4/1

③口縁部片

外面

内面

ロクロ整形。

ロクロ整形。返りを持つ。

2
土師器

坏

口径

底径

器高

10.5

－

3.3

①チャート・石英・黒色粒

②橙5YR6/6

③2/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ。丸底。口縁

部は内彎する。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

3
土師器

坏

口径

底径

器高

12.3

－

3.3

①石英・黒色粒・白色粒

②橙7.5YR6/6

③1/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底気

味で体部との境は不明瞭。口縁部は内彎する。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

4
土師器

坏

口径

底径

器高

(14.3)

－

4.2

①チャート・石英・黒色粒

②橙7.5YR6/6

③1/2

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ。丸底。

口縁部は直立気味。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

5
須恵器

(高盤)

口径

底径

器高

－

－

－

①チャート・石英・黒色粒

②灰5Y6/1

③裾部欠損する台部

外面

内面

台部ナデ。

台部ナデ。

6
土師器

甕

口径

底径

器高

16.1

－

18.2

①チャート・石英・角閃石

②にぶい橙7.5YR6/4

③2/3

外面

内面

口縁部ヨコナデ、胴部～底部ヘラケズリ。丸底。

口縁部ヨコナデ、胴部～底部ヘラナデ。
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Ｗ－２号溝（２）

7
須恵器

甕

口径

底径

器高

－

－

－

①石英・黒色粒・白色粒

②灰N6/

③胴部下位～底部

外面

内面

胴部～底部平行タタキ後ナデ。

胴部～底部木目状の当具痕・ナデ。

底部に径3cm

ほどの焼成後

穿孔あり。

8
須恵器

甕

口径

底径

器高

－

－

－

①堅緻

②灰N4/

③口縁部片

外面

内面

口縁部に櫛描波状文。口唇部は上方に伸びる。口唇部

と口縁部下に凹線。

口縁部ナデ。

内面口唇部に

線刻「×」あ

り。

9 (円筒埴輪)

口径

底径

器高

－

－

－

①片岩・チャート・黒色粒

②赤褐5YR4/6

③破片

外面

内面

タテハケ（7本/2cm)。突帯断面はM字状。

ナデ。

Ｗ－３号溝

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

12.3

8.9

3.2

①石英・黒色粒・白色粒

②橙7.5YR6/6

③1/2

外面

内面

口縁部ヨコナデ、体部ナデ指頭圧痕、底部ヘラケズリ。

口縁部～体部コナデ・指頭圧痕、底部ナデ。

Ｗ－７号溝

番号 器種 法量等　 備考

1 土錘 長さ：3.3cm　幅：2.3cm　孔径：0.45cm　残重：9.79g　胎土：石英・黒色粒・白色粒　色調：赤褐%YR4/6 1/2残存。

Ｗ－14号溝

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1
土師器

坏

口径

底径

器高

12.6

8.0

3.5

①石英・黒色粒・白色粒

②にぶい黄橙10YR6/4

③4/5

外面

内面

口縁部上端ヨコナデ、以下～底部。体部やや褶曲して

内彎気味の口縁部に至る。

口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ。

内外底部に墨

書。外は「及」

か。内は不明。

遺構外出土遺物

番号 器種 計測値(cm) ①胎土②色調③残存 成・整形等の特徴 備考

1 縄文土器

口径

底径

器高

－

－

－

①石英・黒色粒・白色粒

②灰白2.5Y8/2

③胴部片

単節縄文後に縦位の沈線区画。
中期加曽利

E３式。

2 磨製石斧 長さ：6.95cm　幅：2.8cm　厚さ：1.5cm　重さ：52.7g　石材：緑色岩類 刃部に使用痕。

3 打製石斧 残長：7.0cm　幅：6.65cm　厚さ：2.2cm　残重：116.0g　石材：頁岩 分銅形

4
須恵器

提瓶

口径

底径

器高

－

－

－

①黒色粒・白色粒

②灰5Y5/1

③口頸部下位～肩部

外面

内面

ロクロ整形。肩部に円形貼付２。

ロクロ整形。

5
須恵器

すり鉢

口径

底径

器高

－

9.9

－

①黒色粒・白色粒

②灰5Y6/1

③底部

外面

内面

底部ナデ。厚い円板状の底部。

ロクロ整形。



― 46 ―

Ⅵ　調査のまとめ

　

　今回の調査では、７世紀後半～９世紀後半を中心とする竪穴住居

跡 20 軒・遺物集中遺構１基・掘立柱建物跡１棟・井戸２基・土坑 25

基・ピット 85 基・溝 14 条が検出された。本遺跡は先述した広瀬古

墳群の範囲内に位置するが、調査区内からは埴輪片が数点出土して

いるものの、古墳の周堀等は確認されなかった。なお、出土した埴

輪は胎土の特徴から藤岡地域で生産されたものと考えられる。

　古墳の空白域であった当地において、人々の生活痕跡が顕著に残

されるのは７世紀後半頃からで、Ｈ－４・６・７・16・17 号住居跡、

Ｂ－１号掘立柱建物跡（以下１号掘立）、Ｗ－１・２号溝を当該期と

判断した。竪穴住居跡は後続する遺構との重複等で不明な点が多い

が、１号掘立は拡幅調査の結果、桁行３間×梁行３間の総柱建物跡

であることが判明した。Ｗ－１・２号溝は約 43 ｍの間隔で平行する

状態にあり、規模・形態等の類似性や出土遺物などから、両溝は同

時期に機能していたと想定される。１号掘立は廃絶後に９世紀代の

竪穴住居跡が構築されていることから、ぞれ以前に立てられたこと

は確実であるが、伴出遺物が少ないこともあり明確な時期決定の傍

証資料に欠ける。しかしながら、１号掘立の長軸方位（Ｎ－ 51°－Ｅ）

とＷ－１・２号溝の軸方向（Ｎ－ 50°－Ｅ）がほぼ同じ状態にあり、

これらを同時期の遺構と判断しても矛盾は生じない。

　したがって、７世紀後半代における本遺跡の景観を「溝区画内に

掘立柱建物と竪穴住居が存在していた」とする復元も十分可能であ

る。それは、古墳時代前～後期にみられる「居館跡」に類似する様

相ともいえる。居館跡の堀の各辺が東西南北方向から 45°前後の偏

角を持つものが多いことが指摘されている（長井 2001）が、本遺跡

のＷ－１・２号溝もそれを首肯できる状態にある。

　本遺跡の北西には上川淵鶴巻Ⅱ遺跡が近接し、同遺跡ではＮ－ 40°－

Ｗに走行する溝が 66ｍにわたって調査されている。本遺跡のＷ－１号

溝と有機的に関連する可能性も考えられ、出土遺物の比較などにより検

証することが今後の課題といえよう。

　前方後円墳消滅後の７世紀代においても、「居館」的なものが遺制

として残る可能性の一端を示唆し、本報告のまとめとしたい。
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Fig.54　本遺跡と上川淵鶴巻Ⅱ遺跡
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